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一一一一 日本および周辺の地域に関Lて…  

佐々木 伸一  

は じめに  

「シャーマンとはなにか」を問う論争は、r．止．ルイスのEcstatic  

Religion（19Tl）以後、波風は残るものの、いわゆるエクスタシー型  
とポゼッシ ョン型とを共に含めた、幅広い概念に落ち着いてきたよ  

うである。この論争の影響により、シヤーマニズ’ム研究は、通常意  

識の変異状態＝「トランス」の様態とそこからの類型化および、こ  
れを補完するシヤーマニックイニシエーションに関する分野が、主  

流であったといえ上う。もちろん、これらがシャーマニズム研究で  

今後も研究が進めら九ねばならない重要な分野であることに変わり  

はない。ただL、シャーマンの概念が医まりつつある現在、シヤ1－  

マンの活動様態や他の宗教的職能者との関係性などを含めた幅広い  

エリ粒合的な研究を、今後さらに鞄向する必要があるといえよう。   

この様な意図の下に、本稿はその手始めとLて、日本を中心に、  
台湾と韓国のシ T－マンも考慮に人丸ながら、ト ランス形態・シ ヤ  
ーマニッタイニシエーシ ョン・活動様態の3点をもとに、当該地域  

のシ1・－－tマン的戟能書について、若干の考察をまじえながら、類型  

の析出を試みんとするものである。   
t章では、各破能書の様態について上記3点からの概括を行う。   

Ⅱ章1節では、ト ランスの動感的様態からの類型化を試みる。   
2節ではシヤーマニッ タイニシエーシ ョンに関する従来の類型に   

検討を加えるとともに、入巫動機・社会的認知の点からの類型を   

考えたい。   

3節は、活動様態に関Lて、活動の墳と、具体的な職能について   
類型化を行ない、その上で類型に対する解釈を述べたい由   

緒論にかえてにおいては、各哲型の対応関係を考案するものとす   

る。   
なぉ、日本のシャーマニズムに関する研究は、これまでに数多く  

なさ九ている。ここでそのあらまLを述べる必要はないと思わ九る  

が、最近の研究について本舗との関連を少々説明Lておきたい。シ  
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ヤーマニゴムの概念を狭くとる立場での研究などを除くと、桜井徳  

太郎、佐々木宏幹、佐々木雄司の3氏の、日本のシャーマニズムに  

関する概括が本稿と密接に関連する。これら大先達諸氏の研究は、  

大きな賛辞を受けるに値L、筆者にLてもこれに変るところはない。  
3氏のアブロ【チは異なるが、シrlr－－・マンの全体像の把崖のため、  

分析の材料をその共時的様態に求める点で等しい。Lかしながら、  

いずれの研究も、上記の3点の要素に閑Lて、同等の比重で扱って  
いるとは言い難い。実際、桜井ほ成巫と個別的な職能を通時的観点  

を指向Lながら、佐々木（宏）はトランス形態を中心に、広範なバ  
ースベタティプから、佐々木 ‖堆）は精神医苧の見地をもとに成巫  
過程に対して、それぞれ研究をを行なっており、当然、概括にもそ  
の方向性は表九ている（桜井 197ヰ、1gT7、 佐々木〔宏）1984、  
佐々木（墟）1986〕。したがって、本稿は本質的には3氏の研究  

の延長かもし九ないが、多配列的な分析を静向する点で大きく異な  

るといえ上う。なお、筆者とLては、台湾との比較が、西南諸島に  
関して必要であると考えているが、二れまでこの点について葦者の  

知る限りでは、言及がなされていない。このことも、本稿の契機と  

なった。ただL、十全な統合化は現実には将来の詣であり、木精で  

は、それへの第一歩として、シT－一 ▼マンの苛型析出を以下で試みて  
ゆきたい。－J  

l、シャーマン的職能者の様態   

1． ア イ ヌのト ウ ス タル  

北海道丁イヌのト ウスタルに関する情報は甚だ乏Lく、その形態  
は江戸中期から今日に至るまでに、極めて大きく変化Lているとい  
え上う。和田完によ九ば、その昔型は、ギリヤークやツングース系  
諸族のシャーマンに非常に近いと想定さ九る上うである。思春期に  

押うつ、失踪、緊張病の混迷といった症状が現われ、シTマンに就  

任Lた時点で急速に寛解する成巫プロセスをたどる。そして、太鼓  
の連打に上る忘我状態への誘導→守護霊の召致→赦しい舞踏様の動  

きと、種々の精霊のしぐき・昔の模倣→託宣→守護霊の帰還、とい  

うセアンス形式をとる樺太アイヌに、近似していたとされる（和田  
19丁8）。道東のアイヌについては、「人間に巫術行為をきせる神は、  

生まれたときから個人にともなって伴っている」「ト ゥスの行為は  
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世代世襲制で、親がやるとその子供のうち、男女の性別にかかわり  

なくだれか一人が継承する」（蕪村 1982＝27，35）といった報告が  

ある。い   
現在の状様については、「ツスは依精をうけると、小さい声で袖  

に祈る。間もなく身襲いがおこり、欠が出たり、深呼吸するよ うな  

溜息をつき、やがて依憑状態におちいって、神の言葉を語る。また、  
かつてツスであった人の衣類を身につけると神のおりるのが早くな  

る。イタコと異なる点は、彼女達はめあきの女性であり、小きい時  
から、ツスの性格を商えていると周鞘の人にわかるような－嶺の失  
神の状厳に入る上うになると言われる」（楕 1975135）。宿はこ  
の「依憑」について、完全なトランス・ス占●－チと判断Lている。   
きらに、掘一郎は、「北海道アイヌにはツスというシベリア型の  

シヤ－－・ア、ンが存在する。ここにはツスの外には日本や沖縄・朝鮮に  

ぉけるようなミ コの分化状態は見ら九ないようである。→－中略－  
1r：ノ＝スは和人と接触した結果、その要求に応じて口寄せをする。こ  
れは北海道のツスにとって非常に新しい現象といえる。Lかし、や  

たらと死者霊を呼び出すことは、自分の持っている守護霊をけがす  

ことになるので、仏の口寄せをあまり歓迎していない」（堀 19邑1  

（19TO）二15－6）。また、和田も「数珠を手にL、念仏を唱えてかん  
がかり L、死霊の口寄せを行なったり、時には竜神棟のお告げをの  

べたりする」〔和田 1g78二2日）と、堀と同様に津軽以南の影響を  
考える一方、懲り祈祷と類似する方式が、かなり広く分布Lていた  

と推測Lている（和田 1978）。   
不確かながらト ウスタルについて模式化するならば以下のように  

なろ う。   

［成巫］  召命型（世雲型？）で生得の資質。   
［ト ランスコ  完全な憑入型になる。霊感もある。   

［職能］  万能型とされるが、死者霊を憑依させることに拒  
否反応がある。   

ウノ・ハルヴ丁に上九ば、ツングーースの場合、特殊な状況以外に  

シサマンは、葬送・供善などに関与  うであるが、七アンス  
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時に死者霊の憑入があることもほのめ  
1971：ヰ17－479）、ト ウスタルがツングースのシヤ【マンと近似する  

にLても、また、舌塾からの変容も判断にいれなければならないに  
せ上、職能についてはソングーースと若干異なる印象を受ける。  
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2．東北地方  

この地方では、おおよそイタコに代表される型のシャーマンと、  

ゴミソ型のシャーマンとに類別されるといえよう。二ただ、名称の区  

分が日用詩とLて使われるのは、青森県と秋田県の一瓢であり、他  
の地域では、きほど明瞭ではない（楠 19T8：237〕。  

イタコ型   

イタコ（津軽、下北、南部、秋田北部）、オガミサン、オガミン  

（陸前）、ミゴ（庄内）、－7力（置賜）、オナカマ（山形盆地）、 、 
ゥ
 
 

ド、タラオロシ、ザドガカ、ミサヰ（秋  イ チ コ、 アサ ヒ ミ コ、 コ   

田）などの名称を持つシャーマン的職能者は、口寄せ巫女と始称さ  
九ており、以下のような類型化がなされている。  

a）女性・青白・職業と Lて入巫  
b）成巫形態（修行塾）  

①盲女（先天的■後天的）  ②弟子入（初潮前〕  
③修業〔カヨイ・スミ コ ミ）   （参神憑き＝ユルシ  

⑤一本立ち  （桜井 196丁：62）   

①については、後天的に盲目となった者の方が上いとされる（陸  

前）。②に関Lては、既婚者、初潮後の者（イロケゾイタなどと表  
現される）は、物覚えが悪い、④の神憑きがうま くいかないといっ  

た理由で、初潮前がよいとされる。ただし、これは理念的な規範と  

考えられる。岡田のまとめた資料によれば、置賜地方を除き、初潮  
後の入巫は過半数以上にのばるようである〔岡田 1977・234）。④  
の神憑きについては、守護霊の憑入あるいは失神に陥ることが必要  

条件とされ、これが一般的た様態ということになっている。ただL  
イタコ名称の地域、特に、三戸・上北地方では、憑入、失神は見ら  
九ず、④の期間の内に、口暮せに関する「秘伝」を習得することが  

要件とさ九る（岡田 1g了7）。  

c）職能  

一般にいわれる形式的分類に従えば次のようになろう。  

①神由ろL：神々の憑入に上る託宣を主とするこ九は、対象  
となる社会単位によりオポシナノウジガミ、ヨノナカノ ミ  

ノウエといった区分がなさ九る。秋田仙北のイチコはこれ  

を行なわないという。また、津軽・下北でもイタコによつ  
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ては行なわない（岡田 1977）。  

②払おろし：死者笠を悪人させ語らせるもので、死後の日  

数に上る新ロ／古口の区分あるいは、死者の生前の状態  
・死の状況に上る区分もある。例えば、男鹿にみられる  

ヒラ寄せ トー般）、タライ寄せ（地位の高い者）、ナナ  
タラ寄せ（不慮の死）、ハナ寄せ（幼若者）がこれにあ  
たる。なお、百ケ日を一応の目安とする折口／古口につ  
いてほ、地域的な偏りがあり、古口だけの津軽∵南吾B・  

山形、新口が中心となる秋田、両者併存の陸前・下北と  

いつた分布になる。3）  

③祈祷・祓・呪  
この3種の区別は必ずLも明瞭でないが、通例、祈祷とし  

て、病気平癒、安産、厄除、出漁、方角、身の上などに飯  

事古里を祈請する。祓には、病気・厄・虫の除祓その他の  

清祓、他に解り・崇りの牒順例もある。呪ほ、徹供だて、  

夢呪、虫呪を含め16種がある。以上は、神仏や死者の憑依  
を必要とせす、技法的なものである（岡田 1977＝245）。  

（卦占  

数珠占や註竹・算木を使う八卦占が行なわれているが、正  

式な修業以外で学んだという例が散見されることや、「秋  

田南では占いはノリヰヤにホッケ（行者）のすもものと断  
定するむきがある」（岡田 197T：244）といった上うに、  
主要な椴能でlまないといえよう。  
⑤その他：オシラ遊ばせ、カドカケ（門付け）といった特定  

地方で行なわ九る儀礼がある。  

実際、このように見てく るとイタコ型の戦能は、人々が宗教的屯  

能書に求めると思われる、ほぼすべてのジャンルを掌蓮していると  

いえよう。ところでセアンスの内容を大幅に佃略化した場合、次の  

上 うなノ㌧ターンにまとめら九る。  

A．召神→憑入→送神  ←①、⑤（オ・シラ）  

（Al．召神一霊感「→送神）  ←－（丑③に絶遠  

B．召神－・召霊・→憑入→送霊→送神 ←②  

C．召神→修法→連綿  ←③，⑤（カドカケ）   
［A’のパターンについては、祓・呪を行なう際に、要因（病因  

・不幸の原因など）が明確でない場合、憑入状態になってLまった  
ら、施術者自身には、助手などがいない限りわからないわけで、こ  
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れの明確な事例がないとはいえ、このバターンの存在の可能性は高  

い。占がすべての破綻者の必須とされないことも、この傍証になろ  

う］。   

A、B、Cに顕著なのは、自己の守護神を含む神々を最初に招き  
その庇護の下ですべてのモアンスが実修さ九る点である。たとえ仏  

おろLであろうとも、これに変わりないことは、注目Lてよいであ  

ろ う。   

ところで、上記では桜井が関心を寄せた、新ロ／古口の類別が捨  

象きれる（桜井 1977）。これについては、筆者とLても関心があ  

り、その内容を整理Lておきたい。大崩は以下のようになろう。  

［古口コ   

場所：巫家および不特定多数を依柘者とする出張先。   
回数：比較的短時間。   
時間：毎年1回が一般的。   

相手：その家の祖先霊多数。   
時期：彼岸、盆が主。  

口寄せができたいのは袖月（正■ 3・5・9など）及び神  

事・年中儀礼の日。   

手順：神おろL→仏おろし→死者霊の語り→仏おく り→神おく り   
語り：あいさつ・祝辞・心境■回想・希望・予托・あいさつ（下  

北の例）   

その他：特殊な口寄せなし。  
新Lい死者があった場合、行なわない例がある。  

東北地方全域にあるとみなされる。  

［新ロ  

場所：基本とLて喪家。他所ならば、位牌が最小限必要。  
回数：比較的長い（二晩かかることもある）。  
時間：一人の死者に対Lて1回ないし2回。  
相手二 対象とたこる死者のみ（ただL、当人の前にその家の先祖  
霊がミチビキと称して語る）。  

時期：なるべく早く行なう、死後一定の時間が必要、という 2種  

のタイプがある。  
手順：神おろL→地獄連L→オミチビキ〔先祖霊）→ナナクチ（  

新仏）→コヨセ（新仏）→中休み→（繰り返L）→トメタ  

チ（新仏）→神速り。（宮城北部の例）  
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語り：あいきつ・回想（思い出と謝意・死の原因）・遺族への要  
望・予託・あいさつb （秋田の例）   

その他：特殊な口寄せあり（ナナタラ・ノ、ナ寄せ、二度り丁ヅサ  

など）。古口に優先。秋田・宮城を中心、下北の一軒。  

このまとめを行なった結果、上くわからない点がでてきた。新口  

と古口は、何に基づく区分なのか。桜井に上れば、それは百ケ日を  
基準として、その節か緩かということらしい（桜井 上977）。Lか  

しながら、民が呈示する資料で見る阻り、津軽半島と恐山のイタコ  

マテにしかあてはまらない〔桜井 1974）。ただ、経過日数より開  
局にしなけ九ばならないのは、津軽の新仏・古仏の観念を、他の東  

北地域に適用Lたこ．とである。上記の整理からみると、斬ロ／古口  
という観念は、2つの要素から成り立っており、それが混然とした  
状態にある。つまり、＜死者塞が死後すぐに誇る＞／く一定期間を  
必要とする＞、といったクチビラキがいつかという要素と、く1回  

性＞／く周期・多回性＞、という口寄せの回数に関する要素が分聴  
きれていないのである。実際には3顎型ができる。  
1．死後、すぐに行なわ九るクチビラキ  
2．死後、一定期間後のクチビラキ  

3．死後、周期的に繰り返される口寄せ   
筆者の誤読であるならば幸いだが、折口／古口という概念・設定に  
は、再検討が必要な感じをうける。   

最後に禁忌について値単にまとめておく。七アンスは、身のまわ  

りで死・塞があった場合にはできない。生理中のセアンスは行なわ  

ない方が上い。食物禁忌（特に猷、鳥類）をもつ昔がある。修業の  
最終段階としてのユルシ・神ツケ儀礼は、最も洗浄なる状態が必要  

で、本人以外の奉加看でも、皮・ゴムを身につけた者、l周忌に満  
たない身内の死者がいる者、生理中の者などは排除さ九る。（なお、  
上記に関する資料は、明記Lてある以外は、桜井 1974に基づく）。  

ゴミ ソ型   

ゴミ ソ、カ ミサマ（津軽）、カミサワ（下北）、ゴムソウ（秋田  

北甑）、ハヤリガミサマ（山形）などと称されるシャーマン的職能  

者は、イタコ型とは異なる類型を形成するとさ九ている。 実際にも  

「イタコのょうに、神がかりになると何もわからないというのは、  

まだ未熟なのであって、その霊にふりまわきれてわからなくなるの  

です。イタコは、人から習って御利益も人からもらう。神の霊感は  
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人からもら うのではなく、神からもら う ものです」（宣工田 1g77：2  
05）といったゴミ ソ自身の発言や、「ホトケおろすだぼ、イタコだG  

御祈祷するだぼ、＝ゴミソだよ」（輔 1978：237）といった一般の主  
婦の会話もあり、職能者・依頼者の双方がイタコとゴミ ソは別とい  

う民俗的認識を持っている。   
きて、ゴミ ソの様態であるが、ゴミ ソとよばれるのは男・女の祈  

祷者で、一般に既婚の女性が多い。ゴミ ソになる人の前歴は、病弱  
であったり、結婚生活がうま くいかない、家庭事情が悪い、などの  

社会的・身体的悪条件を原因とする神経症暑が多い。このような人  

々は、親族集団の中で欠陥のある人・厄介な人として位置づけら九、  

疎外されていく。人々は苦悩の末、最後のよるペを神仏の信仰に求  

める。そして、人里離九た堂社に通い、神仏の加護に上り、病気や  
悩みから抜け出るために修行者となる。これらの修行者は、皇吐で  

先輩や師匠にめぐりあい、修行法や経典・祝詞を習い、その指示あ  
るいは自分の定めるプロブラ⊥にしたがって、断食・滝行・参籠・  

簸言の行といつたあらゆる難行苦行に打ち込む。そのうち幻覚・幻  

聴が生じ、神仏の姿を見、その声を聞き、いわゆる啓示を受け、さ  
らに修行を繰り返L、一人前のゴミ ソとなり既成教団の資格をとる  
し楠1975、1gT8）。これがゴミ ソ一般における成巫の様態であり、次  

のよ うに図式化されよう。   

「心理的葛藤その他→入信→神の啓示→ゴミ ソ］  

しかLながら、こ九だけでは、自己救済にとどまる。ゴミソとな  

るには、超自然的存在の加護とその効果を、社会の中で実証Lなけ  
ればならない。 地域社会の人々の宗教的一呪術的信仰を受け入れ、  

丁よ くあたる」という評判を弾もほどの能力を示すことで、初めて  

コ ミ ソと【一て受け入れられるのである。また、その能力を示すこと  

かできなくなれば、ゴミ ソとLての社会的認知を失うことは当然で、  
その消長は予想以上にはげLい〔楠 197呂＝248－9）。   

ゴミソの活動は、定期的に催さ九る諸行事と、依頼者に対する日  

々の応得、と2つに大別される。前著としては、ある程度まで信者  
の組織化をなしとげた暑が、年に1固ないL2回、自己の守護神の  

大祭を開く。これは、く神道・仏教・修験道などをもとに作られた  

儀礼の実修→「神がかり」でのその年の遠敷の託宣→個別の相談＞  
とい うバターンで進められる。また、身近な信者を集めて催す年中  

行事としては，春祈祷・寒行・節分行事・十三夜様・オシラサマ祭  
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り、赤倉に皇杜を所有するゴミソは、山開き・夏の集圧覚拝・山開  

いなどを、さらに毎月1日とか29日など、特定の日を定めて行事  

が行なわれる場合もある。この他、遣念余執を残して死んだ者（例  
えば未婚の死者への一種の冥婚など）の供養奈を、定期的あるいは  

非定期的に行なう。   

後者としては、憑依あるいは占（線香・燈明の燃え方をみて判断、  
半紙・洗米・水盤の上に現わ九るしるLを読みとる）に上り、悩み  
や構いの原因を探り、その解消のために祈祷・呪・祓・治痺などを  

行なう。この際、依頼者に直接触九る例が多い。また、同様の方法  
で、将来の予測をたて、起こりうる災難を防ぐか、最小の被害で終  

わらせるための祈祷・呪などを行なう。依頼者の願いを神々に伝え、  

その成就をはかる。これらは、一般に依頼者がゴミソを訪ねる形な  

とるが、どのゴミ ソを訪ねるかは、たんらかの縁故、当たるといっ  

た評判で決められ、納得のいく解決が得られるまで、何人も尋ね歩  

く こともある（池上 1g87：50－63）。なお、イタコにみら九る死者  
の口寄せは行なわたいとさ九（桜井 1g74）、ゴミ ソ自身もこれを  
嫌うことが多い（池上 ＝柑7こ112）。このようなゴミソの機能の様  
態について、佐々木（雄）は、ゴミソの社会的存在意義は、おもに  
ト占とそれに対する呪という個人的機能にあると述べている（佐々  

木（雄）1986 64J。   

ところで、ゴミ ソと神霊の交涜形態について楠は、「イタコが富  

体に、一時的に体を借すのに対Lて、ゴミソは、神仏の意を、日分  

が超自然的状態にのぼって聞いたり、下きれる啓示をローソクの炎  

の中に見たり、神職の前にあらわれる神姿に見て、これによって神  

仏の心意を俵栢者に語る」 （構 1975：14T）とLている。“ただL、  
ゴミソが完全な憑入状態になれないとは限らず、状況によってほ、  

ト ランス・スピーチも行なうそうである。また津軽の場合、依頼者  

がその上うな分類を重視Lていないといった状況もある（池上、エ9  
87）。なぉ、近年、ゴミソが∴イタコの戦能域とされてきた仏おろし  

を行なうようになり、両者の混同が著L くなってきたと一般に指摘  

さ九ている（桜井 1984たど）。   
以上、ゴミ ソについて述べてきたが、他の地方のカ ミサマ・ハヤ  

リガミサマもほぼ同様の様態を示すと推測きれるが、中には霊感→  

修行→シャーマン化といった召命型の成巫形態を持ち、霊媒的役割  

と予言者的役割を兼ねている例もある（佐々木（宏）、1984＝135－54）。  
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ノリ ワ ラ   

福島県の幾つかの村に残る、l日管10月に行なわ九るハヤマ祭で、  
憑依状態で神託を告げる者をノリワラと称した。ノ】Jワラは専業の  
巫着ではたく、普通の村人の一員であり、この日だけ神がついて皆  

からハヤマとよばれる。ただL、だれもが可能ではない。いわゆる  

神がかりLやすい者が前まって選択さ九る。ノリ ワラの託宣により  
〔方角で示される）選ば九た者に、神がかるか否かの試験を行なう。  
試験に通っても、実際に憑依状態で語九るようになるには、何年も  

かかるといわ九る。なお、祭りの最中に突然神がかり状態になり、  

結果としてこの役を果たす例もある。5j   
祭りの前にノリ ワラは、水ごりなどの精進潔斎を行なう。前日に  

祭りの運行について、神託を聞く場合もある。当日の夜、臨時の祭  
壇を作り、その前に寺の住職・法印・ノリ ワラがすわり、前2昔と、  
後方で平伏Lている村人連が般若心経・真言・ぎんげ文を唱えると、  
ノリ ワラが震え出す。この状態になると岳印が「問い口」になり、  

託宣が始まる。ノリ ワラの答えは常に短く就い語調である。作物・  

村のこと・個人のことと質問が続く。すべてが終わり、法印が袖に  

礼を述べてお帰りを願うと、ノリ ワラは持っていた幣を上に放り出  

し、我にかえる（岩崎 1980：53－5、プラツカー 1g7g：248－54）。   

ノ り ワラは男性がなるが、異なる状況も出てく る。ブラフカーは、  

1g55年以後ノ】Jワラがいなくなった村について述べている。村の人  
々はやむなく、相馬から来た半専門的な巫女をこれにあてることに  

なった。だが、その託宣は気力がこもっていず、人々が納得できる  
ようなものでなかった（プラ ッカー 19丁9）。多分、ブラ ッカーの  

「巫女」とは、ワカという名称でよばれるイタコ的な戦能書ではな  

かろうか。人々の不満は、その憑依が完全ではなく∴ Lかも動作に  
迫力がなく、答え方もあいまいではつきりLない。きらに間違いを  
点かしたことを理由とするが、果たしてそれだけであろうか。女性  

であること、職能者とLての型の違いあたりが、基本的に間項とさ  

九、その不満が、巫女に伝わり、失敗Lたとも考えられる。   
このノリ ワラの上うな例は、酒田市の寺で毎年2月に行なわれて  
いた作祭りにもあった。おお上そ同じ形をとるが、託宣する者は、  

湯殿山系の一世行人という集団の修験者である。足を縛って座り、  

そのまま憑依状態となる。託宣の前に、その状態で30c皿も跳び上が  
る赦しい動作を行なう。託宣の内容はノリ ワラの場合とほぼ等しい  

（プラ ッカー 1979：256－g）。  
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3．関東以西のさまぎまなシ十－マン的磁能者  

青ヶ島・八丈島のミコ   

青ヶ島のカミニン（神人）は、島のなかば公的な祭司を兼ねる。  

各家でのセアンスを行なうと同時に、島の各所にある神社で、多数  

のカ ミニンにより、く潰立→経文・祭文の唱和→太鼓・扇を使う神  

7男りの舞＞、という祭祀が行なわれる。カ ミニンは男性のシ十こン  

〔杜人）と女性のミ コ（巫女）から成り、シ十ニンの中から崇祀の  

リーダー・ 知識の伝承者としてウラベ（占部）が選ば九る。八丈島  

ではミ コのうち最高の能力者がポーホーと称される。これらの力 ミ  

ニンの志願者ほ、ほとんど何らの修行過程なしに、カ ミ ソーゼ（デ）  

と称する懲り祈祷的な填で神憑りに導か九る。集団の中央に座った  

志願者が欠伸を始めると、あらかじめ占いできめておいたオボンナ  

を憑けるペく、シTニンが強く誘導L、神憑り（手をあげて震わせ  

ながら踊り、歌をうたう）になるとシン ミ コと Lて認めら九る。オ  

ボンナはその昔の守護神となり、死ぬとその近親者のオボンナにな  

ることが多い。カ ミニンのうちシ十ニンは、儀礼運営をおこたう者、  

ミ コは神の意志を蓑現する者として位置づけら九ている。具体的に  

は、治療・卜占・夢の解釈・死者の口寄せ（ナカヒト〕・相談を行  

な う と されている。6）   

八丈島でもほぼ同様だが、青ヶ島にみられる公的機詑はなく、個  

人的な位相に応じた活動に限定され、オポシナの葡．念も希青草化しで  

いる。八丈島の場合、カ ミニンになる昔はミ コケがある者（神の召  

命ときれる／精神異常）。青ヶ島では、ミ コケが一応入信動機とな  

る ものの、独り暮ら Lで淋Lいから楽Lみのためとか、なんとな く  

いった事例もかなり多いことが、八丈島に対Lて特徴的である t佐  

々木（墟）19銅、R≠kku皿1g75：80－8）。  

日蓮宗中山門流の憑祈祷   
百日の荒行をこなLた憎と、憑坐が組みになって行なう、憑きも  

の落とLであり、憑坐を使うのは古いやり方であるとされる。7）憑  

き ものの虫とLは、次の上うになされる。   

憎が本堂の仏壇に座L、法華経を唱える。憎の背後の一段低い所  

に憑坐が座り、後方に依頼者が控えている。依頼者があらかじめ出  

Lておいた質問を読み上げる。すると、憑坐に寺の守護神が宿り、  

その口を通して、災いを趣こLている原因（Ⅱ、蛇、描、死霊、単  

なる過労など）が指宿される。災因が憑きものであると、憎はその  
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依頼者の名前と年齢を読み上げ、法華経を唱え、火打ち石を打ち、  

木挙を鳴らし、憑きものを依頼者の体から追い出L、憑坐にのり う  

つさせる。憑きものは憑坐の口を通して憎と問答をし、依頼者に憑  

くのをやめると約束する。ただし1回だけでは十分でなく、これが  

何回か繰り返される。   

憑坐は憑依された場合、その霊の性質を表わすような仕草や感情  

表現を行なう。例えば、毒狐たらそのような姿勢をとi」、哀れた死者  

なら前かがみですすり址阜、低い声であえぐように語る。■ブラ ッカ  

ーの見た例では、その憑坐に上れば、霊が語ったことを覚えている  

そうであり、部分的な憑入とでもいえよるような型である。   

この事例にぉいて、憑坐がどのよ うな訓練を経ているかは明らか  

ではない。その経歴とLて、この女性は結暗壊すぐに育栓カリエス  

にかかり、回復の望みがないとされたため、この寺で憑祈祷を行な  

ってもらったら、奇跡的にも1週間で治ってLまった。Lかし、病  

気は治ったが、結塵昏生活はうま くいかず、やがて家から追いださ九、  

この寺に身を寄せ、ほどなく先代の住職と再婚Lた。そして憑坐の  

役目を勤めるようになった。先の憎はこの女性の息子であり、かな  

り長い間、憑坐を勤めていると想定される（ブラ ッカu  1979▼293  

汀8）。この事例の場合、憑坐はどのような神霊であろうが憑依状態  

になること、主た、長年、憑坐を勤めていると、憑依が極めてスム  

ーズになると同時に、涙・鼻水 ・よだ九が自動的にでてしまうとい  

った身休状況にありながらも、自己意識を保っている点は注冒され  

る。8）  

木曽御岳の御座立て   
御座は、神がかりに上って病気治療や卜占を行なう もので、御座  

立ては、講吐の日待・行事の時、畳拝中での霊神墳・行場・頂上奥  
社などで行なわ九る。9）御座を立てるには、まず座を浄め、上座に  

「中座」と上ぶ行者をすえ、向かいあって「先達（前座）」が座る。  

まわi」の四隅に大匹天・小四天の4人が着座する。一般講具がその  

後方に並び、一同で祓の祝詞などを踊する。すると中座に神がのり  

うつる。先達はこれにうかがいをたて、さまぎまなお告げを記録す  

る（生駒 1980 二66）。この他、講吐の先達が九字を切って、その  

まま神がかりする例や、滝行の行者が神がかりする場合などもある  

が、上配が御座立ての基本的な形であろう。   

御座立ては木曽山伏が行った大畦講で憑座の方式を、・受け継いだ  

だといわれる。憑座はの山伏と憑台とLてのイチ い壮年の男で世襲  

－13－   



的につとめ、不浄の者を近づかせなかった。それょり以前は女性で  

あったらLい）が対になって行たうものであった（富田 1978：254  

－5）。   

この御座立ての行者となる修行を、木曽谷ではすべての男子がや  

らされた。14～15歳で若者観に入ると寒行に参加し、水行や経文・  
祈祷文の練習をする。これを3年つずけると四天の資格が、さらに  
5～6年寒行をつとめると、村の講の御座立てで、中座か前座かが  
決定される。その後数年の修行を経て袖ののi」うつる中座と、口び  
らきをする前座が誕生する。また、すぐれた行者は死後、霊神とし  
て山にまつられる（宮田 1g78：25g－60）。   
現代の講でも類似Lた修行がおこなわれる。行者になろうとする  

者は、おお上そ個人的動機（主に病気）を媒介にして御岳信仰に入  
る。行者の志願者はまず、2、3年かけて行事の方法・九宇の仕方  
や経文を学ぷ。この後、前座と中座の選別が神託でなき九る。この  
結果、前座に選ばれた者は学習行を重ねるが、中座は神がおりる状  

態に入九るように自己を鍛えてゆく。これは座倭行と上iどれ、唱和  
や大太鼓・銅鉢・鈴を使った強烈な音響に身をひたす行とか、暗闇  

の中・山中の岩穴で精神を集中する行がつまれる。やがて前座の九  

字と経文の唱和に接すると自動的に意識を失う上うになる。そLて  
さらに数年すると、突然、□ぴらきができる上うになる。10）一方、  

前座の役割も重要で、中座へ神を巧みに導き、なるべく上世の神を  

葬ろすには、相当な修練が必要とされる。双方は、神や震を招き寄  

せる最適な状態を保つために、その後も常に修行を重ねる必要があ  

ろ（青木 1985＝195－201）。   
講址の後座立ては以下のように行う。  

（1）勤行：神へのあいきつ→九字を切る→祝詞・経文の唱和→袖  

への祈願→般若心経  
（2）御座立て：神おろし→一般の願いごととLての「個人祓い」  

→特別な悩みに対する託宣とLての「おうかがい」一→般  

若心経→神を離す  

（3）昇神  

（4）直会  （青木 1985：214－22）   

ところで、中座の神がかりは憑入型と思わ九る。神霊の種類ほさ  

まぎまであるが、狐・蛇といった、 いわゆる低級な霊が憑くと、そ  

の行者は失格とみなさ九る。また、神格化した死者霊（霊神）もお  
りるが、この時に、生者と死者の輯Lい交流を思わせる状況がみら  

れ、御岳が死者霊の行く山ときれることも併せると、「仏由ろし」  
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に照応する部分もあるのではないかと考えら九る。なお、四天は御  

座立ての四方に座し、悪霊の影響を駆逐する役目である。さらに、  

墳は浄めら九ていなけ九ばならない。山・神社■講社の祭壇は浄化  

された場所であり、きほど問題はないが、民家の通常の居間でおこ  

なわ九る場合、念入りな浄めが必要とされる（小野 1g81：87）。御  

座立ての場の設定の方法や、中座の修行法には、イタコの成巫式と  

の顎似性が顕著で、歴史的な関係性もうかがえよう。  

伊勢t志摩のミ コ   

ミコはいザれも目明きの女性であり、その成巫形態には2種類あ  
る。一つは、将来の職業とLてミコを志す（体が弔い・家が貫乏な  

どの理由）。師匠を選び弟子入りL、数年の修行後、神ツキの試験  
を受ける。合格すると、さらに1～2年師匠の補佐をしながら練度  
を高め、ミコ棟を譲り受けて独立する。もう一つは、成人が病気な  
どを動機に入信L、滝行とか回峰行といった身体行や学習行を重ね  
る。そしてある日、神の啓示を受け、やがてミコと成っていく。桜  

井は、この両者の間に、各種の過度的形態があるとした上で、ミ コ  

本来の姿は前者のタイプ■とみなLている。   
職能としては、死者の口寄せを中心に、病気治癒のためのオカジ  

（加持）・オハライ・厄除け・卜占・几圭トなどを行なう。死者の口  

寄せは、埋葬の翌日で死後3日百のシ丁ゲ（ヒ7ケ）の日に、喪家  
（ミ コ ヨセ）あるいは、巫家（ミ コマイリ）で行なわ九る。この日  
にできない場合でも、四十九日までにはすまさなければならないと  

きれる。口寄せは、数珠を手に唱え言を詞するうちに、死者がおり  

死の原因・状況・心境などを語る。次に血縁関係の慣（夫・妻、親  
子、兄弟姉妹など）で一人｝人に語りかけ、最後に神オクリをもっ  
て終わる。なお、．以前は、このアラクチが終わったあとで、家の先  
祖から次々に死者を呼び出Lて語らせる、いわゆる古口が、地域に  
よってはあったとさ九る〔桜井 1g77）。   
桜井の示すデータによれば、口寄せで最後に神オク】jが行なわれ  

る。イタコと同様に、神霊の庇護の下で、口寄せが行なわれると推  
測される。なお、成巫の2類型は、イタコとゴミ ソの融合化が、さ  
らに進行した例とみなすこともできよう。：ただL、この地で「神ぉ  

ろし」が行なわれるか、王た、行者など他の宗教的機能者の様態と  

ミ コとの関係性について、不明な点も多く、筆者としては十分な把  

塩がで阜ているとはいえない。11）  
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岩見の大元神楽など   

中国地方では、神がかりが必要とされる祭りがある。岩見の大元  

神楽・備中備後の荒神神楽にほ、神がかりに上る託宣が、美保神社  

の青柴垣神事でも同様といわ九る。また美作の幾つかの寺で行なわ  

九る護法跳びでは、強烈な憑動が主となろ。神がかる者は、美保で  

は祭りの頭屋、岩見では漂斎をした村の男（場合に上っては、見物  
人の男性）がなる。荒神神楽は神楽師が憑依される。託宣の内容は、  
作柄の優劣、光春の有無などである。12）こ九らの神がかりで、青  
竹を返りつぶすとか、6人がかi」で押さえつけねばならないほど、  

超人的な力を示すことをみれば、完全な憑入型といえょう。また大  

元神楽では、これを勤めると非常に体力を消耗するので、一生に3  
慶する者はいないといわれる（ブラ ッカー 1979こ25g－65、野村 1  

g78こ237－45、石塚 1g84：274－9）。13）なお、大元神楽での神託は既  
に消失Lたが、その理由とLて、プラッカーは、上記の消耗が激し  
いこととの他、牛尾三千夫の指宿をひいて、巌Lい粛斉に耐えろ昔  
がいなくなったこと、質問をするものが十分に経験を積んでいない、  

儀式の揚が十分に浄められていない、といったことがらを述べてい  

る（プラヮカー 197g：263）。この条件は、御岳の御座立てと同様  

のものであり、また問いロの優劣に上り、神口・仏ロを問わずその  

成否が決まることは、そこに通底する思想をうかがわせるといえ上  

う。   

4．九州  

長崎県五島列島のホウイン   
個人の家に仏哩・神棚を設け、その霊的能力のゆえに、依頼者の  

信仰を集める職能暑がいる。この種の私的な存在はボウイン・ホウ  

ニン・カミサマ・センセイなどとよばれる。女性がそのおお上そを  

占める。1り・彼らは、健康上のあるいほ、経済的な困難・苦悩の状  

態のもとで先輩霊能者に出会い入信する。入信且大師信仰・中山身  

語正宗・おひかりさまなど、人に上り異なるが、きまぎまな修行を  

重ね石うちに、神仏の姿が見え．その声を聞き、夢の中で啓示を受  
ける。やがて先輩・師匠の世話で祭壇を設け、おなじょうな型の霊  

能者＝ホウイン・ホウニンとLて歩み出すのである。15）   

依頼者の相談事は、病気・家庭の不和・結婚間馬などであるが、  

病気・不幸・災難の原因が、く祖霊・死霊の供養不足＞、く祖霊・  
死霊・生霊・その他の憑依＞、く霊とは関係を持たない＞、ニのい  
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ず丸かを見きわめ、供善不足や憑依には、供養■祓・浄め・呪を施  

す。身きわめは、自己の守護神により、悟らせ・見せてもらう形で  

なされ、直接的な憑依はなく、霊感型といえ上う。（佐々木（宏）  
1g80120－1、1984・158－179）。ところで同書（ユg84）で、ホウニン  

の一人は入信の際、布教師の前にでると震え出Lた。これを見た布  
教師は合葺きせ、「手を前に出せば生霊、辛が上に上がれは■伸さま、  

下がれば死霊」というと、辛が下に下がり、口が勝手にLやペリは  
じめ、本人の舅の霊と名のったそうである。これは、次に述べる平  

戸の例と較ペた場合興味深い。16）  

長崎県平戸のホウニン   
この地域には、メクラ（地神盲憎）、ヤンボン（山伏）、ホウイ  
ン（密教系祈祷法師）とホウニン（法人）がいるが、前三者は卜占  

・祈祷・御加持などを、後者はさらに死者の口寄せを行なう。口寄  

せの時、生口の場合は震える辛が上を向き、死者の際は下を向く と  

いう。五島の事例と類似する。17）成巫にはかなリバり エーシ ョ ン  

があるが、病・生活苦の中で幻聴・幻覚を経験する。ホウニンに見  

てもら うと神霊がついていると判断される。これに上tj、ホウニン  
あるいは周囲の人々が将来のホウニンとみなす。神がかりがさらに  

激L くなり、ホウニンとなるための修行を始める（ホウニンに弟子  

入りする場合もある〕。その後正式にホウニンになるための「神様  

開き」の式を行ない、一人前のホウニンとなる。こ ういった経緯を  

たどるよ うである。   

活動は多岐に慮るが、不幸・病などの原因の究明と、その処理が  

中心となる。原因の究明は、託宣によってなされる例もあるが、こ  

の場合、本人は何を語ったか覚えていないとされる。：処理としては、  

憑きもの落と し（河童・Ⅲ・死霊）、祓、呪、祈祷などがある。死  
者の口寄せは、カリシバトリといわれ、（1）匹十九日以内に行な  
う（北にある大島では、若死・変死・流九ついた水死者の場合、行  
なったそうである）、〔2）死者霊が崇っていると判断された場合、  
この2通りがある。カリシバリでは、墓・仏壇に供えたシキミシバ  

（常磐木）を持って、巫家へ行く。ホウニンはこ九を手に持ち、神  
寄せをした後、呪文を唱えているうちに、辛が震えさらに体が前後  

左右に揺れ、表情がおかL くなる。すると死者の言葉を語り出す。  
死因・心境・希望などが、死者の性別・年齢に合った声で述べら九  

る。1＄）なお、この口寄せほ現在ほとんどなくなり、ホウニンと他  
の霊能者が混同された状況にある（桜井 1977：191－225）。  
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先に示した五島の状況は、あるいは平戸の梓来をあらわすものか  

も L九ない。  

島原のミコ   

島原半島の南部には、男女を問わず自分の信仰する守護神を呼び  

だして、自分の身体にのりうつらせ、託宣をLたり、憑きものに悩  

皇きれも人々を、救済する役割を果す、ミコと称す人々がいる。本  
人がなろうと思ったからではなく、召命きれ、仕方なLにカ ミの命  
ずるままにミ コとなって、人助けをLている事例が大半を占める。   

依頼者は、原因不明の身体・精神異常をきたLた人々であり、ミ  
コは依頼者が来ると、祭壇の依り代に向かつて祈祷Lたり相手をう  
つ。すると守護神が依り代に宿る。その前で依柘人の事情を報告L、  

祝詞・経文を唱えるなどするうちに、神は依り代から風穴（頼指の  
括故の渦の中心にあるとされる）を通って、ミ コの身体にのり うつ  

る。ニの状態で託宣を行なう場合、ミ コは前後の記憶を失うので、  
聞き出し役がつく。ときにほ、ミコは身体から神を依り代にもどL、  

風穴を通じて依栃人に憑いてる憑きもの（例えば、死霊■狐たど）  

を、自分の身体にのりうつらせ、自己の口を通じて死霊などに語ら  

せ、依頼者と直接に対話きせる場合もある（石毛 1984：377－390）。   

5．南西諸島  

ト カラ列島のネーシ   

ネーシの様態は島ごとにかなりバリエーシ 言ンがあるが、一般に、  

祭りに奉加した女性が、カ ミシケ（神がかり、神がシケをかける）  
の状態になり、これを棲に成巫式であるカ ミ シラベを行ない、ネー  

シの一旦となる。ガラス・ワカネーシ・アラネ【シなどと称き九る。  

ニの中から、一名のホンネーシ（シマネーシ）がく じにより遥はれ、  

部落祭祀の神授を勤める。この者は3年間オヤガミ（師匠のネーシ）  
から祝詞や神楽を習い、カ ミグシ〔シバカプリ）の式を行ない、神  

授に就任する。なお、最初のカ ミシナの前に身心の変調を感じてい  

る者もあるといわれる。Ig）   
部落祭祀では、ホンネーシは、ホンボーイ・タユウ・．オヤシュウ  

といウた男性神政の下の地位にあり、その措示によって行動L、祝  
詞を上み、神楽をあげ、やがて神がのij、神口（カ ミ コウダッ）を  

語る。神授以外のネーシも祭祀に参加する。また盆や七島正月とい  

った祖先祭祀以外に、家レベルの祭祀でも祭司者の役割を担う tホ  
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ンネーシ以外のネーシも可能）。この他、病人や負傷者に対する・マ  
ブイ（生霊〕入れ、憑きものや障りものの原因を明らかにL、そ九  
を除去する祓、葬式の3日後などになさ九る死霊の口寄せ（クチモ  

ンゴン）といったように、その活動は、人々の生括の超自然的事象  
に係る、あらゆる部分にお上ぶ、といってよいであろう（悪石島で  
は葬儀にはホンネーシ以外のネーシは関与できない）（主に桜井  

1984：93－6）。   

ところで、さまぎまな活動を行なうネーシには、様々な神・祖先  

霊・死者霊が憑依するが、その憑依形態には多くのバリエーション  

がある。憑依時の状態とLて、   
（1）見者的なミクジ㌔   

（2）霊感型のシ ラセ。   

（3J一部意識を採った憑依塑（特別ないいまわ＋Lをつかい、神  

の語りが主）、   

（4）完全な憑入型（人間の語りに近く、ホトケの語りが主）。   
どのネーシでもすべて行なうことができる。また、ネーシが祝詞  

や拝みをするときに限らず、「神あるいはホトナが必要とLたとき」  
（人々はこの上うな解釈をLている）、憑依状態になる。なお、神  
とホト ナは対立的にとらえられており、以下の上うな区分がなされ  

ている。   

神  

奇数  

午前中に而巳る  

御酒を供える  

神は上  
上半身にシナ  

どこでも交流（飛べるから）  
カ ミ モンゴン   

ホト ナ  

偶数  

午後に斥巳る  

水を供える  

ホト ケは下  

下半身にシケ  

特定の場所（飛べないから）  
クチモンゴン   

この他、祖霊を市巳る日には神をることはできず、その日には神は  

憑依してこないこと、さらに、神は神、ホトケはホトナであり、何  

年たっても袖にはならないときれる。そLて、神祭りの日に祖霊が  
憑依する場合、これは神が祖霊を援助Lた結果とみなLている。ま  
た∴ 祖霊が口語れない場合（死後間もないなどの理由）、神が伝言  
という形あるいは、袖に伴われて、神の後に口語る形をとるとされ  

る。非常に古い祖霊、生前徳の高かった者は神に近づくが、神とは  
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ならないのが通常である。LかL、神にたったと知らせてきたとい  

う例もあろ。2色－なお、川崎はネーシの能力をもつ女性の詔書が神と  
ホトナの違いについて、「祖霊は白からシナをかけることはできず、  

神の許可を得て、 神が作った道を通って憑依する」、と述べた点に  
ついて、話者が大阪で長期居住していること勘案しているが、一般  

に死者の口寄せが、神事せから始まる事例が、かなり多いことを考  

え併せた場合、興味ある例とみなせる ‖II崎 1987：12g－148）。  

奄菓のユタ   

一般にユタと称きれる宗教的職能者の成巫7●ロヰ＝スは次のように  

表わされる。   

①健康・家庭生活に起因する苦悩→心身の異常（幻覚■幻聴・発  

狂状態など）   

②頼神（ユタ）の巫病（カンプレ）との判断   
③撹神の選定・家族の同意→成巫式の場所の選定→継承関係の確  

認（死亡したユタの守護神を牡承する者が、後世に出現すると  
される。馬を使い遺品をさがし、その由来を確認）→神がかり  

による拝む神の決定叫シ ョージ＝r （水の神せ拝む場所：泉・川〕  

の確認   

④成巫式  
父母と別れの盃→ボン（盈）をたてる21）→神がかり→戸外へ走  
る→海－→泉・川叫絶本家など→式場に帰る一→テン ミ シヤク ＝帯  

状の神酒を天井に投げ、張りつかせる。落ちてきた場合、成巫  

式は失敗とされる。）   

⑤神祭  

成巫式後、三日奈（頬ユタの家で）・一年祭■三年集・七年賀  
（成巫式と同形式）を行なう。また毎日の神祭、月1回の神祭  
とシ ョープゴの崇を行なわねばならない。   

なお、成巫式に失敗した場合、何回か反復することになるが、二  

回白からは、成功がより困難になるという。成功・失敗の判断は、  

先のテンミシヤクおよぴ、巫病からの回復がその基準となる。最近  

では成巫式の欠落や簡略化がみられる（山下 1日81）。   
「新巫は、ユタとしての能力が高いときれ島の人々の依頼が多い」  

（山下 1g83 〔1g71〕＝180）というユタの役割は、山下によれば、  
卜占と死者の口寄せに大別きれ、普通この2憧を一人で行なうが、  
口寄せを専門にするユタをユタフゾン（フゾンガナシ）とよぶそう  

である（山下 1g83：107－8）。卜占とは、不幸・病の原因をつきと  

－19－   



める、夢の解釈を施す、将来の吉凶の判断をすると共に，蛤柄・呪  
といった酪決法を試み、教えることである。この場合、確自然的存  
在との交流は、佐々木〔宏）に上れば、著L く霊感的であるとさ九  
る（佐々木（宏）1984：196）。一方、口寄せ（マナリ ワァシ）は、  
死後三日目から匹十九日忌までに行なわ九るとされる。ユタがスス  

キを手に持ちオタカベを唱える。すると、オタカペに交じり、死者  
の語りが入るよ うになり、やがて語りだけになる。死者が語り、近  

頬昔の問いかけが一段落すると、ユタは死者を送るオタカペを唱え  

る（桜井1977：40－1）。死者のマナリ（霊魂）を甲ぷ際に、この世  
に未練を残Lた他のマナリ も集まる。このため、マプリをより分け  
ねばならない。この後、口寄せに入ることになるが、ユタはこの時、  

マプリの憑入をえて、霊媒とLての役を果たす（佐々木（宏） 19  

84）。   
この上うな痺勤を行なうユタであるが、すべてを行なうのは、先  

に示Lた成巫プロセス③で、本来ユタの拝むべき神である天ザシの  

神を選んだものに限られるそうである。そしてノロ神を選んだもの  

はこれらの活動はできず、ホゾン神は口寄せ専門になるという （  

山下 1g81＝109－10）。   

奄美には、ユ・タとは区別され、公的祭祀を担うノロという宗教的  

戦能暑が存在することはよ く知られている。ユタとノロは、沖縄本  

島と同じく、その成立は次元を異にし、全く関連のない別個の存在  

だと沖縄研究者からみなさ九ているようである。Lかし桜井徳太郎  
は、ユタの社会的地位が沖縄に較ペてはるかに高いこと、ノロの職  

能がユタに著し く接近Lていること、成巫過程に共通性がみられ、  
成巫儀礼でノロも神がかりに近い状態を示すこと、ユタが部落祭祀  

に様々に関与することなどを示L、両者が共通のペースに立つ、と  

想定Lている（桜井 1g84＝98－103）。   
この他、山下は巫病の尭現とLての突発的な神がかりが、盗難が  
発生した場合に行なわれるカ ミサーレの填で墳こる。あるいは、泉  

川の神を祀る後継者の選定の際に、死者の憑依を受けた者が選ば九  

るという例を上げ、神の意志が神がかりとか巫満とかの形式で発現  

されることが重要で、奄美の民間信仰の基盤を形成するものと述べ  

ている。そLて、この上うな基盤に上り、霊的職能者とLての能力  
を示せないユタは、職業的なユタとはなりえないとする（山下 19  
76：43－52〕。  
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沖縄本島のユタ   

ユタの成巫に関Lては多数の論考が著わさ九ており、その様憩に  
はさまぎまな変異がみられるが、おお上そ以下のよ うにまとめられ  

るといえ上 う。  

（Dシジ（霊性）高い生ま九であり、幼少のころから特異た能力を  

示す（本人の回想とLて）。22J   

②心身の不全・幻聴・幻覚・異言（生活苦・病苦などを原因とす  
る場合、特別な理由は認められない。このいずれもある）を、  
既成ユタにカミダーリ イ〔ユタになれという神の召命）と判断  

さ九る。  

（塾ユタになる決心をす古と、ユタの家へ通いつめ、少しづっ見上  

う見まねでやり方を覚えていく。またウタキ（拝所）など、神  

聖とき九る壌所を拝んでまわり、自己のチヂ（守護神）を探す。  
やがて神の啓示（幻覚・夢の中）によi」チヂを探Lあてたこと  
を確信し、チヂの神を祀Ijはじめると、カ ミダー」き ィの症状が  
減少し、人々が依頼するょうになってくる。上くあたるという  

評判が立つと、一人前のユタとLて認められたといえよう（桜  

井 1973、 佐々木（宏） 川悶、佐々木（雄）1988など）。   
このようなユタの成巫過程において、明確な成巫儀礼はない。ま  

た、ニの過程で、弟子入りなどはしないにせよ、他のユタから学ん  
だということを否定L、すべては神が示Lてくれる通i」にやってい  
るだけだと強調することも付け加えておきたい。   

ユタの瘡動について大横は、依頼者がユタに期待する行為を次の  

よ うにまとめている。  

f．運勢や計画の吉凶・時機の判断  

Ⅱ．異常体験の解釈  
Ⅲ．祖霊の意向・供養効果・系譜などの確琵  
Ⅳ．儀礼の執行  
Ⅴ．伝統的様式の教示   
そして、ユタに固有の職能は、いわゆる霊感力の駆使によるⅢ・  

Ⅲ・Ⅳにあると L、Ⅰは本来、サンジンソーとかシムチャーとよば  

れる、陰陽道に上ろ易者の職能であったのが、近年の需要の増加に  

ユタが応じたためと判断している（大桶 1978：237－g）。ここで注  
目されるのは、Ⅲのジャンルである。これには，ミーダソーとょば  

九る死者の口寄せ。先祖への供養不足の有尭や供養の効果の確認。  

行方不明者の生死の確認。位牌槻承のシブタダシ（筋正し）、系図  
作成のための系譜の確認、といった行為が含まれる。こ九までにみ  
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てきた、職能者の活動と較べると、位牌・系図の点については、沖  
縄のユタの特徴といわぎるを綽ない。23〉   

ユタの活動について、その職能が専門化Lている点も、特徴的で  
ある。これはチデブン（守護霊）とその霊枯によって、交流が可能  

な霊の範囲が限定されると理由づけら九るが、修業に上りレパー ト  

リーを拡大できると考えられている。ただし、そこには佐相音別の  

要請という メカニゴムがあることも忘れてはならない。大橋は専門  

領域の分類についてその一例とLて、以下の類型を示Lている。   

〔ミーグソーバン〕 いわゆる死者霊の口寄せ。  

〔ガンプ」ノヾン〕Ⅲのジャンルを行ない、死後に経た年数によって、  

ウサチュー〔大昔）、ナカヌユー（現在からさほど  
遠くない先祖）、イマヌユー（死んでまもない人）  

に分か九る。  
〔プーチパン〕土地の執著霊をきぐる。  

〔ウタキパン〕ウタキ（拝所）の神との交流。  
〔リ ューダーバン〕水界の霊・海での死者霊との交流。  

こ九らにはユタの間でインフォーマルた格付けがなされ、リ。」－－  
グー・ウタキパンは霊的能力が高く、また、昔にさかのぼれるほど  

高く評価される。したがって ミーグソーは最も低い評価しか縛ら  

九ない（大橋 1978：237）。なお、ミーグソーは苦Lいのでやりた  

くないといった側面もある（友寄 1981：82）。   

以上のよう上着動様態を持つユタは、基本的には予言者・霊感型  

といえるようである（佐々木 1984：118）。この点に関して大橋は  
さらに、常態でない行動を巫儀場面で示すのは、一般に成り立ての  

ユタで、ベテランのユタの間では、ト ランス〔憑入状態）の上うに  
なるのは霊格の低い、初歩的なユタとさ九る、と述べ、依頼者にお  
いても、ト ランス状態なることと、ユタの評価づけとを、関係させ  

ていたいと判断している。これについては、疲労を回避する妾宣法の  

優待と共に、修業・桂換をつむことにより、憑依人格を支配できる  

上うになるからではないかと想定している（大横 1978：232）。  

宮古島のカンカカリ1「一   

基本的には沖縄本島のユタに類似するとみなLてよいかもしれな  
いが、幾つかの顕憩な差異がある。2一】まず、成巫においてンマザ  
ス（母なる神人）が選定され、その指導・助言がたされる場合があ  
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る。平良市の市街地区では、沖縄本島の影智を強く空けているため  

であろうか、指導がなさ九たことを、ほぼすべての者が否定する。  

LかL、それはあくまで自己の場合であり、他の者についてはンマ  
ザスの存在を明言する。また、否定Lている本人が時とLて、指導  
があったことを、もらす例もあり、この点は宮古の特徴である（あ  

った）と考えられる。   

次に、カンカカリ ヤーは死者窮祀を専門とする者と、そ九を行な  
わない者とに分化している。扱う昔はスンガンカカリ ヤー、グショ  

ーザス、バカザスとょばれる。両者の区分は端的にいって、死者の  

口寄せを行なうか否かの点にかかると思われる。カンカカリ 十一連  

は山股にプソサブ （不浄、産・柄・死など）を忌避し、ウ ィ ヌザ  
ー（上の座）の神の保、と述べる。スンガンカカリ T－はこ九を忌  

避せザ、スタ又ザ→（下の産）の神の係であると称す。つまり、不  
浄事の関与と崇ペる神の差が、両者の分化とLてあらわれると鋭明  

されょう。しかLながら、両者の分化の実態は明確ではなく、スン  

ガンカカリ ヤーが、カンカカリ ヤーの犠能を果たす例もあるL、カ  

ンカカリ ヤーの方でも死者の口寄せこそは行なわたいが、死者儀礼  

の一環と明らかに考えられるヰガオンニガイ・基への儀礼などを行  

なっているのである。また、島内での地域的差もあると思われる。  

なお、依頼者が求める活動内容は、沖縄本島と現在ほとんど変わら  

ないが、系図・位牌に関Lては近年の傾向であり、本島の影響とい  
え上 う。   

カンカカリ ャ一連は、部落の公的祭祀お上び、その他のレベルで  

行なわれる祭祀に、さまぎまに関与Lている点が、本島とは異なる。  
具体的には、神役の一旦となる、御範が袖に通じたかの判断、神授  

の選定の助言、特別な儀礼の担当などである。他方、神役もカンカ  
カリ ャーとの類似性が高い。神役ほ「神がかり」が本来必要である、  

神役になるという予知を夢で受ける、プソウオを忌避せねばならな  

い、カンカカリヤーの役割ができるなど、カンカカリ ヤーと神授と  

は、相互置換が可能といえるぐらいの間柄である。筆者の私見では  

あるが、平良市街でカンカカリ ヤーとして巫儀虻行なっている人々  

は、何らかの理由で公的祭祀のメンバーになれず、さらに沖縄的な  

ユタとラペリングきれた存在ではないかと考えている（佐々木（伸）  

1983など）。また、宮古の部落祭祀の基本的形態は、いわゆる「神  
がかり」の人々に上って行なわれる、前述の青ヶ島やトカラ群島の  

それに類似すると考えられ、カンカカリ ヤーがその一翼を迫ったと  

しても不思議ではない。  
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ところで宮古島でいわ九る「神がかり」とは、どのようなもので  

あろうか。・‾スンガンカカリ ヤーほ、四十九日の口寄せにおいて、  

完全に男性の死霊と化L」（佐々木（宏） 1g84：122）といった霊  
媒的■憑人的な事例もある。スンガンカカリ ヤーの口寄せに開Lて  
は、実際に立会ったことはないが、島の人々の話によ九ばこの通り  

であるといえる。一方、カンカカリ ↑－のセアンスについては，十  

分に観察を行なっていないので断言はできないが、佐々木（宏）の  
分頓による、見音型～予言者型の範囲でセアンスがなされ、悪人は  

稀であるように思われる。ただL、宮古島の場合、夢の中でお告げ  

を受けたとか、幻覚を見たとか、といったことがらは日常茶飯事で  

あり、単なる見者型の職能暑が成り立つ余地は少なく、霊感・予言  

者型が主流であるといえよう。なお部落の神授については、見者型  

のような印象を受けていも。ヱ5）   

6．台湾漢人社会  

この社会における宗教的職能者について、劉は、民間信仰に関わ  

る者として、1道士、Ⅱ岳師、Ⅲ童乱・Ⅲ壊・扶鸞と区分L、 Ⅲ  
をシャーマン〔的）とみなLている。そLて童乱（タンキー）は男  

性で神のよりまLとなり、Ⅰ王暁（アンイイ）は女性で死者の口寄せ  
を行い、扶管（フウルアン）は、いわゆるお筆先である。また、童  
乱と花王痍は漢人の陰陽観念に由来する区分であると述べている〔劉  

1978－80－5）。   

童乱〔タンキー）   
祭りの車中に神がかり L童占Lとなっていく例もあるが、一般には  

（特に村落でj、その地区で指導的立場にある法師が日常的に、神  
がかりの激憤を示す若者達に、少しずつ基本的な事柄について教え  

こんでいく。そのうち、童乱を再生産Lなければならなくなると、  
生業〔チエキム）という修行および成巫式が行なわ九る。坐禁はふ  

つう廟を使い、候補者はこの中に最長で49日間龍り、食事の親制  
（精進で分量を感らしていくなど）や、最小限の睡眠時間という条  
件下で、童乱に必要な知識な伝授される。そLて、これが修了Lた  

朝に初めて神がかりとなり、利器を使って自分の体を傷つけ血を流  

す。これにより玉呈上帝によって童乱に任命されたことになる。こ  

の後、廟から出て火慮り〔過火）をL、自分の家に行き先祖の霊に  

報告をする。  
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童乱ほふつう、阜頭（トオタウ）と称せられる、その活動を手助  
けし、神の言葉を人間の言葉に翻訳して、人々に聞かせる音と共に  

行動する。その活動は基本とLて託宣（聞神明）にあり、公的な農  

作物の出来の予測・災害の予告・祭祀のやi」方といった事柄から、  

個人の病気に対すも処方・運勢・婚姻など、あらゆる分野に渡も。  

また、崇i」において、神がかった状態での儀礼的活動や、託宣の結  

果で必要とさ九る儀礼（法事）を、法師や道±と共に行う。なお、  
この活動で注目されるのは、劉によれば、法師・道士と共に童占Lが  
行なうとした薄地府（ロオテエフウ）・上天延（チサテンチエン）  

・遥花園（テンホエフン）といった儀礼である。細かい内容は省く  
が、 いず九も童占Lがこの世から他界へ出かけ、そこで必要な活動を  
行ない、この世に戻ってく るという形式の儀礼であり、劉自身はさ  

ほど注意を払っていないようであるが、重視する価値はあるように  

思わ九る。   

憑依のことを附身と中国語では言うが、童乱の神がかり＝附身は、  
憑入型であり極めて激Lい動作を行う ことが特徴といえよ う。ただ  

L、劉は附身の際、はじめほ完全に意識がなくなるが、やがて少し  
ずつ意識が戻り、もうろうとLながら巫儀を行たうとLている（劉  
1g78・8g－107〕。なお、神がかりについては、先の落地府などの場  

合、筆者としては、脱魂という形式をとるのではと考えている。関  
三姑（クワンサンコウ）という他の儀礼（法事）とこ九が同様のも  
のであもとすれば、その可能性は非常に商い。26）また、筆者とし  
ては、卓頭と童乱の関係は、劉の述べる様態からみて、日本の憑依  

祈祷を思わせるものであることをつけ加えておきたい。   

Ⅰ壬塊（アンイイ）   

こ九について、筆者と Lては、まだその全体像を把握しておらず、  
不明な部分も多々あるが、これまでに見たところでは、次のような  

様態が窺える。2T）   

まず成巫過程であるが、彼女達は結婚後、家庭の不和■経済的阻  

粒・子供の病気などで悩まされている。この状況下で、自己の心身  

にも異常が出はじめる（子供の時分から、廟に入ると失神するなど  
の回想も開かれた）。同時に変な夢を、繰り返Lてみるようになる。  

例えば、夢の中で酷かに連九られて、天上や地獄を見にまわるなど  

の夢である。童乱などに夢の原因を占ってもらう。その結果、夢に  

出てく るのは神（陳晴姑など）で、「自分を守護神とする乱童〔Ⅰ王  
兢という言葉はあまり使われない）にたれ」、と命じているとの判  

ー25一   



断が下さ九る。2㌢ 入巫を決心すると、家の正庁（神せのある部屋）  
を閉め切り、まつ暗にLた中で49日間腐る（安閑）、この間、食  
事は精進にLて回数を減らすとか、果物とお湯だけとかいった制限  
を行なう。また光を見てはならない、人に会ってはならないという  

規制もある。寵っていると夢〔あるいは幻覚か）の中に、将来の守  
護神が現わ九、乱童に必要なあらゆる技法を敢えてくれる。安閑の  

方法それ自体については、童乱や法師から習うが、それ以外は神か  

ら直接教えられたと、強調される。安閑が終わると、附身はできる  
が、まだ口を開く ことはできない。こののち、廟に行き、任命書（  
領旨）をもらうと．、ロぴらきができる。これは類例からのまとめで、  

この他、幾多のバリコニーーシ 者ンが予想されるが、基本的には、いわ  

ゆる召命タイプであろう。   
次にその活動であるが、廟あるいは自己の家の、守護神の億を祀  

った神埴の前で行なわ九る。正王痍の職能は、関亡（タウンボン、あ  
るいは牽亡、カンポン）という死者の口寄せが基本とされるが、台  

南では、童乱の椴能とされる間神明も、筆者の知る事例では、すべ  
てのの昔が行なっている。また、実際に童乱の役割を果たす者もい  

る。他にも、法師と組みになってさまざまな科儀を行なうが、これ  

は省略する。   

ところで、関亡のやり型は、少なく とも2種はあると思われる。  

一つは、 まず法師が、死者が行くといわ九る圧死城から死者の魂を  

導き出L、その後にⅢ痍が口寄せする方式であり、もう一つはその  
種の手続きなLで、いきなり口寄せに入る。ただ、いずれの場合で  
も、憑依状態にはいったⅡ王碗に、依頼者の相談事をとりつぐ昔が必  

要とされる。具体的には、次のような手順をとる。   

背もた九のない椅子に腰かけ、目を閉じ精神を集中する→欠伸・  

嘔吐・身体の震え→椅子ごと跳びはねようとする→→表情がきつくな  

り大声をあげ机をたたく（憑依状態になったとされる）→介添えの  
昔がとりつぐ→口寄せが始まる（ただL別な死者霊が降りてくるこ  

ともある）→依頼書がさまぎまな質問をする→聞きたいことをすべ  

て聞く と、他の依頼者と交代する→すべての依頼者が聞き終わると、  

Ⅰ壬煉は部屋の偶の方に連九て行かれ、やがて身震いL常態に戻り、  

涙や拝をぬぐう。   

だいたい以上のような推移が見られるが、憑依の際、自分がなに  

をやっているか、上 くわからないそうである。いわゆる憑入型であ  

ろうと思わ九る。ただし、く直接死者霊が入ってく る＞、く神がは  
いり、それから死者霊が交代に入る＞、く死者霊は入らず神だけが  
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入り、霊のいいたいことをとりついで語る＞といったように、神と  

死者盛の関係は様々である。なお、死者の口寄せは、死後1週間後  
（1旬）お上び、それ以後に行なわれるとされるよ うである。   

7．韓国のムー∵ダン（巫堂）  

ソウルを中心に北部・中部に分布するムーダンは、巫病を経験し、  
神堂を持ち、降神を伴う祭儀（クッ）を行なう着であるときれ、一  
般に女性が多い。   

成巫過程は、突然起こる心身の異常（頭痛・幻覚・夢遊病・狂気）  
に始まる。病院に行くが治らない。占匠（チョンジュンイ）などに  

占ってもらうと、巫南と判断きれ、入巫を勧めら九る。入巫を決心  
すると神母（シンモ、他のムーダン）を求め、神母から巫業を学び、  
ある程度自信ができると、成巫儀礼（障神ク ッ）をとり行なう。そ  
して、自分の守護神などを斥巳る神堂をつくる。その活動は多岐に渡  

るが、きまぎまな祭儀においての跳夷と、そ九に緩く神託や、死者  
の口寄せが中心である。祭儀は村落から個人レベル、また神から死  

者に至る、儒式を除 く あらゆる祭儀のを担当する、とみなして上い  

であろう。なお、ムーダンは特定の家とタンゴル関係〔得意先）を  

結び、その家で行なわ九る祭儀などのめんどうをすべてみる（撞  
1g84たど）。   

韓国では上記のムーダンの他に 、タンゴル、シンパン、ミ ョンド  

ゥなど、様々なシヤ¶マンあるいは、シ十－マン的要素がみら九る  

機能者が、多々存在することもつけ加えておく とともに、本来なら、  

そ九らもここで扱わねばならないのだが、残念ながら紙幅の関係で  

割愛きせていただく。  

Ⅱ．シャーマンの類型化へ   

1．シ ヤーマニッ タト ランスから  

まず、日本国内の事情に関する限り、シャーマンと考えら九る瑞  

能昔のト ランス（通常意識の変異状態）形態は、憑依的とみなして  

上いであろう。29｝ そこで、佐々木〔苦）が設定した、以下に示す  

3段階の類型にとりあえず分類する（佐々木（宏）。（蓑1）。  
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豆眉型  子吉着生  睨  

マイ貫、トキスウル   十   0   0．十  十．如か古山q亡工小ユ   

如ニイ9コ聖   十   十   ‾十   一 寄島八日＝が長巾椚つ・・ヒ乙れユ   

染地．丁≡Y竺   十．－   十   十   ヰー．古山ト屯＝ピ丁れ才甘ま血hJ   

希息．ノリワう   十   十．‾  凸．十．二鞘冒廿Hよゞわ爪ユ下鴨帽軒昂ユ   

ハま・青ケ島仇ミユ   一十   十   D．十  ロ ー 押育1「Fゞ桝払l■Tl割増つ■腐コ   

乱謹告寺・憑磐   十   」＿ ．．．．．．．＿  0．二叩、   

朝市癌丘て、中産  十  ．0．－  －  

屑軒志昂．三コ  一十   0．十    0，T  

て兄貴甲柴   十   0、－   ロ．－  

思わ和栗   十   0・十  0、一  

謹呈沐仇▼  ‾十  

長保．頭見   十   0．－   0，一  

五皇、手、ゝイン  十   十  

富戸．ホウニン   一十   0．十  8．■十  

島吼．≡コ   十  。 戸 0  
トTラ．えーシ   十   十   十  

奄翼．ユ可   十   ・・■「   十  

三甲箆．1う  十   十  

翫、つンけ刑サー  ‾T   十  

有毒．エ｝サン叩り†－   十   十   十  

舌頭．†ンモー〔モ；L）   十  H 十一】  

富戎．マンイイ（即削   丁   0十  0、十  
丑畠，ムー勺一ン亡Yれ〉   ■十   o l o  

蓑1 憑霊の形態  
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り霊媒型、神霊がシャーマンの心身を完全に統御。   

2）予言者型、人格と神格が同居。   

3）見者型、神霊の姿が見え、声が聞こえる。   

実際のところ分類は、基本的資料の不足や、この類型には移行型  

がいく らでもあるゆえに、不完全さを免れす、将来的にはかなりの  

修正を行なわねばならないであろう。ただ、極めて大まかな傾向に  

過ぎないが、この裏からは、a）3種の状態をいすれも経験する者、  
b）どれかの経験を欠く者、とが大別できるように思われる。つま  
りシャーマンであるならば、原理的にあらゆる状態の経験が、可能  

と考えられるのに、なぜであろうか。この解決には別の視点が必要  

である。   

シャーマンの憑依状態には、2つの背反する転が内包される。一  

方は自我の無化であり、一方は自我の極大化である。憑依の上述し  

た諸形態とは、この2垣間をつなぐ、連続的様態変化により形成さ  
れた繰上に置かれる3つの点と、言い換えることができる。すなわ  

ち、同一人が複数の型を経験することは、この線上での運動といえ  

よう。論理的に運動は、それぞれの桓へ向かう1方向的と、両極間  
の往復との、3形態に限定される。憑霊状態を動態的にとらえよう  

とするなら、シャーマンの類型は、  

1）．他律の橿へ向かう型、   

2）．自立の瞳へ向かう型、   

3）．特定の庵への指向がない型、   

に基本的には3分化されよう。この類型に明らかにあてはまる事  

例が上記でみられる。  

1）．ノリワラ、御座立ての中座   
2）．ゴミソ型、沖縄のユタ   

3）．イタコ型、青ヶ島のミコ、トカラのネーシ   

また、この類型は、先に行なった分類で、傾向として示したa）  
全部の型／b）一部の型、と次のように重なりあい、一連の類型が  

形成される。  

1）他律の捧を指向  
＝ b）一部の型  

2）自立の極を指向  
3）極への指向なし ＝a）全部の型  
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園1 ト ランスの動的類型  

碓痩鶉向聖   福島ノリ1フラ 日産叙景悉虐 碍痙豆て平良  

7 て五和尭 も軸韓棄？招請鋲打・姜像頭星  

台東竜占L   

整1毛向背   ？アイ又．卜虻71ル イうコ聖lし辛・育十島三っ  

ィ宇和・芯虐ミコ 窄戸丁．ヰニンT鼻息三コ  

ト刀うネーシ 奄美ユタ 菅17｝力いンでカリサー  

‾ナ   ◆韓国ムーケン   

巨卓塩句型   ユーこ7聖て五島れウイン 沖粗ユつ  

暫葛憎シカ刑†一 膏頭辞鴇  
l   

て・・凍；別によ占  

表2 トランスの動態的類型  
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経験しない型があることは、この楷向性に基づく と解釈きれる。  

つまり、できないのではなく、行なわないように努めていると考え  

られる。実際、ゴミソ型、沖縄のヱ・タでも、突発的ではあるが、霊  

媒型を示す場合があり、また、御座立ての中座も見書的様態を示す  

例が見られることは 仁ブラッカー 1g79＝283）、何も制約がなけれ  

ば、シャー マンはあらゆる憑霊状態を経験しうるといえよう。なお、  
類型とl分類を表2おょび図1として示Lておく。   

2，成巫プロセスの要素から  

シャーマンの成巫プロセスについては、エリアーデの示Lた、召  

命・世襲・個人的探究という分類を受け、う8⊃ 日本のシャーマン的  
職能昔の成巫プロセスに閲すも詳細た研究が行なわ九、桜井は、魅  

菓型と啓示型（偶発型・僅行型・転化型）という類型を（桜井 1g  
78）、佐々木（雄）は、神がかりの発現様式から、修行型・偶発型  
の2輯型を、日本各地から約5 0の事例をもとに析出Lた（佐々木  
（址）1g86［196Tコ）。両氏の研究が、エリア【ヂにどの程度影菅を  
安けているか定かではないが、エリ7－デ涜の分類に近似する類型  

を見出Lたことは、この分類形式の有効性を示したといえよう。L  
かL7上がら、筆者とLてはこの分類が、シャーマンの特徴やそ九を  
支える社会的観念と、本質的な意味においてつながりを持つとは考  

えにくい。特定の心身症や異常行動が、カ ミグーリ イ・カンナり・  

ミ コケなどと称され、シ十・－マンになることを神霊が求めている、  

と解釈される社会と、その類の観念がない社会とを区分せずに、突  

発的な「神がかり」がまずみられので召命型とする、という分類形  

式に、ど九はどの意味があるのだろうか。あるいは、シャーマン化  
を目的とする場合と、結果としてシャーマンになった例とが、修行  

→ト ランスという点で同一範疇として扱われる。修行をす与ことと、  

自発的に神霊に働きかけるという点では、確かに同一性がある上う  

に見える。しかし、後者は何のために修行をつむのだろうか。その  

憧の事例をでは、現世の苦悩からの購脱が目的で、シャーマンとL  

ての力能を得ることは、その副産物としか考えら九ない。この点を  

十分に論ずる余裕はないが、外面的類似性に上る、エリア－ヂ流の  

類型については、社会的背景や動機などを考慮に入れての再検討が  

必要なのではないだろうか。   
では、従来の成巫類型に閉局があるとするならば、どの上うな類  

型概念を設定すればょいだろうか。残念ながら筆者としては、複合  
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的な現象である成巫プロ＝」±＝ス全体を、統括しうる類型概念を展望す  
るまでには至っていない。したがって、この填では、成巫プロセス  

を構成し、弁別的特徴を備えていると考えら九る要素を幾つか取り  

出L、その組み合わせによる仮定的類型を示すにとどめたい。  

［A］ まず、先にも触れた心身症・異常言動を神霊の召鈷とみた  

す考え方は、事例全体を通覧すると、欠性対立的な状況にあり、こ  
の要素とすることかできる。該当する事例は、ト ウスクル、八丈・  
青ヶ島のミコ、平戸ホウニン、島原ミコ トカラのネーシ、奄美・  

沖縄のユタ、 宮古の両カンカカリヤー、台湾茫壌、韓国ムーダンと  
いったところであろう。なお、トカラのネーシと、青ヶ島のミ コの  

一部は、神祭りの場で初めて異常行動を示しており、一定期間の「  

巫病」を経験L、そ九が召命と判断き九る他の事例とは、異なる様  
相を示す。また、福島のノリワラ、大元神楽、台湾童乱にも、集り  

の際に異常行動を示L、結果的に牲・掛二就くという、先の2例に  
類似する形態が時とLてみちれる。上記の入巫は基本的には、他者  
の判断によりなされる、といえるたろう。  

［B］ この対立項は、自己判断による入巫となる。シャーマンと  

なることを目標に入巫する事例は、福島のノりワラ、御座立ての中  
座、大元仲条 、荒神神楽、御岳跳び、美保東屋、イタコ型、伊勢・  

志摩のミコ、台湾童乱が該当Lよう。ただし、ノリワラ、童乱の場  
合、いわゆる「神がかり」をLやすい人物が、事前に選択される形  
をとる。したがって 、成否は別とLて、だれもが一応日精すこと  

ができる、中座・頭屋・イタコ型・ミコとは差異があり、先の要素  

も併せ持つといえよう。ただし、自己意志の他に、修行の最終段階  
で巌Lい身体行を行ない、「神かかり」が可能た状態にまで持ち込  

む点では、こ九らはすべて一致する。  

［C］一方、ゴミ ソ型と五島のホワインには上記2つの要素はみ  
られない。この両者に共通するのは、さまぎまな現世の苦悩を桂験  

し、心身の異常を起こすが、それがさらに社会的あるいは精神的な  

疎外をもたらL、逃避的に神霊にすがる、といった入信の動機であ  
る。入信の陽に「神がかり」が先か、修行が先かといった違いがあ  

る。だが、こ九は個人の精神が苦悩に耐えうる限界の差と見なした  

方がよい。そLて、崩壊Lた自我を、この場合にはシ十H一一子ン化す  

ることで再構築すると共に、新Lい自我には、古いそ九と比べられ  
ない他の強さを要求する。したがって、共感共苦たらともかく、神  

霊にさえ自己を支配されることを嫌うという態度は、非常に理解L  
易いことである。ここでは、二事例しか提示していないが、このよ  
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うな特徴を備えた事例は、実際には極めて多いと考えうる。いわゆ  

る「拝み星」、祈祷師、行者、「小きな神」といった人々の多くは、  

これであろう。本稿で事例を示さなかった地域には、また、事例を  

提示Lた地域にさえ、この種の人々の、様々な活動がみられるので  

ある。31）   

次に職能者は成巫複、その活動を開始するが、当然なんらかの社  

会的認知がなけ九ば、搬能者とLての活動とはみたせたい。このた  

め、社会的認知がどのよ うになき九るかは、成巫プロセスの重要な  

部分であるといえる。認知の方式は、おおよそ三謹額に分けら九る。   

（1）成巫式に人を招き、祝宴を催すことで認知を受ける。つま  

り、成巫プロセスの最終段階に認知のメカニズ∵ムが組み込  

まれている。事例としては、イタコ型、伊勢・志摩のミ コ  

平戸ホウニン、台湾童乱、推定ながら韓国ム【ダン、が担  

当する。   
（2）成巫プロセスの最終段階は、公的な填で昼間され、その刀  

能を示すことにより、自動的に認知を受ける。福島ノリ ワ  

ラ、御座立ての中座、大元・荒神神楽、護法跳び、美保頭  

畳、八丈・青ヶ島のミコ。   

（3J成巫プロセスに］応の区切りはあるか、公的に拡詔はなさ  

れザ、その力能が徐々に人々に知られ、職能者とLての地  

位を得る。ゴミ ソ型、五島ホウ イン、沖縄ユタ、 宮古島の  
両カンカカリ ヤー、台湾。   

なお、トカラのネーシは、基本的には（2）の型であるが、さら  

に成巫式がなされる。奄美のユタは、（1〕と（3】の複合型で、  

成巫式で御披露巨が行われるが、聴鮭者とLての地位はその後、力  

能を示すことで得る。また、（1）は師匠について学習する、成巫  

後に師匠のテリトリーを分けてもらう、（3〕は巫業の方岳は神か  

敢えてく九た、という点で等Lい 。32J   

以上、成巫についてとりあえず、三種の相互に排他的な指標によ  

る分類と、社会的認知に基づく分類を示Lた。再び項目のみ並べて  

みると、  

しAl召命他者認定、（B）自己巨的、（C）自己救済。   

（1）成巫式、  （2）公的披屈、〔3）評判、  

という ことになろう。   

分類については前節と同様に蓑にLてあらわしておくが、自己目  

的型は、前節の他律措同型と、自己救済型は自律指向型と、おおよ  

その対応関係を持つといえる。前者▼に対応Lないイタコ型、伊勢・  
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志摩のミコについては、次節の要素であるが、その職能の中心が口  

寄せであるとするなら、他律指同型に近似するといえる。また後者  

の、沖縄のユタと現在の宮古島のカンカ＝カリ ヤーは、カミダーリ イ  
という点で、ゴミ ソ型より社会的な認知性で富ま九ているかも L九  
ないが、様々な苦悩をそ九以前に体験Lていることでは、ゴミソ型  
と等しい。したがって、ニの対応関係は、ほぼ正確であり、シャー  
マン化への動機と、できあがった型の間には、定型的な様式が成立  

Lていると思われる。  

自己目的  維癖立て坪座 乳歯神女 帝王跳町 美保頗産  

う？コ聖 偏執・古序ミコ  

1            ゐ息ノタワラ 貫軋摺架 台漣卓占し   

在宅託息 †  ＿＿＿ヒ旦j＿▲主∴と▲，邑∫．宝】＿主．∋¶‖▲＿‖＿＿＿‥＿＿‖＿  

7イ7トゥスウlし 平戸∴トウニン Jl≠転三コ  

鳥取≡コ も美ユづ 台通性碑 帝由q－サ、ン  

三甲絶1う 垣電 力ン刀万り†・－㌔  

官て えゝげン万力リャー   

自己・扱請   ごしミy型 五転J、ウイン  

表3 成巫プロセス、入巫動機からの類型   

3．活動の様態から   

本稿で運べてきたシャーマン的職能者の活動の墳は、現在、詩集  

田とたった御座立てを除き、自律性を備える地縁を主とする集団あ  

るいは、もう少L広く、概念的にも不明瞭な地域社会にある。この  
両者は様々な面で対撞的な様相を示すと共に、前者は後者の中の実  

質的な一部分を構成することから、両者は連続にとらえられる。そ  

Lて、両者への関与形態には、職能者に上って濃淡があり、ここに  

一34－   



公的痛風   海亀ノ りりう 鞄屋立て甲良 未見和栗  

鼠軸稗史 鮎乙陳払・・養成頭値．＝J・苗ヰ亀ミコ   

トカ ラ 喜一 シ  

訂巫式  イうコ世 府酎・己・尋ミコ 平戸J、らニン  

台頭享軋 韓国ムーサ、ン  

奄菩ユウ  

諌削  コ“三γ型 五島hウイン 三甲蝿1や  

暗も句ン有力リ専一 億右耳ソ群ン甘カリャー  

竜≠竜畔l阜  

蓑4 成巫プロセス、社会的認知からの類型   

一連の類型を見いだす余地があも。これは、中心と周縁といった二  

項対立に置き換えられ、ト ランスの動的類型に類似Lた無段階的な  

連続的変化とLて、各類型はとらえられよう。このような考えのも  
とに、その極をそれぞれ提示L，のちに中間的な埴型を考えてみた  

い。   

〔中心性〕   

地縁的集団の奈牒巳において不可欠な構成要素で、職能者の役割を  

中心とLて祭りが展開きれる。職儒者の怯能は、祭祀の填で、神の  
託宣を述べることに限定され、こ九以外にその活動がなされること  

はない。福島ノリ ワラ、大元神楽、荒神神楽、美保頭崖の事例が担  
当するが、木曾谷で行われていた淘座立てもあてはまるといえる。  

また、御法跳びに神託の横能はないが、形態とLてはこの範疇に類  

似する。   

〔周縁性〕  

（1）地域社会からの個人的依頼のみに対応する。使用内容ほ、個人  
・家族のレベルにとどまり、将来に関する予託よりも、過去に起因  
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するとさ九る現象への、 霊能的な処理が中心となる。地縁・血縁的  
集団への関与は一切なく、Lたがって死者の口寄せも原則とLてな  
さ九ない。＝ゴミソ型、五島のホウニンがこの例とされる。   
この二悔の間に、多数のバリエーシ ョンが見られる。連続的変化  

であるため、類型化は難しいが、あえて行なうとすれば、中心性に  

近い順に、以下のようた分類となろう。  

地縁的的集団の祭祀を分担するが、必要不可欠の役割を持つとは言  

えない。個人的依頼にも対応する。依頼内容は多岐にわたるが、  

a）神託清に限定される、b）その種の限定はないといった下位分  

類がなされる。   

aJ 台湾童乱、アイスのト ウスタルもこれにあてはまるかもL  

れない。   

b） 青ヶ島ミユ、ト カラのネーシ、・ムータン  

（2）地縁的集団の祭祀を山部分担する例もあるが、むLろ、地縁的  
集団を構成する、個々の血線集団からの依頼や、個人的依傾が中心  

となる。あらゆる依栢内容に対応できる。33｝   
祭祀に奉加 イタコ型の一部、八丈島ミコ、奄美ユタのH部、沖  

縄ユタの一部、Ⅱ主嬢の一部   

不参力［  イタコ型、伊勢、志摩ミコ、平戸ホウニン、スンガ■  

ンカカリ ヤーの一部、瓦王填の一部  

（3）地境社会からの個人的依頼が中心となり、場合によって、他線、  
血縁と行った集団的な佐相がなさ九る。位相内容は、心霊の予託を  

求める、およぴ、事後の処理の双方で、後者に重点がおかれる。死  

者の口寄せを行うとは限らない。  
口寄せあり：奄美ユタ、沖縄ユタの¶部、スンガンカカリ ヤー  

の一部、九王嬢  
口寄せなL：沖縄ユタ、カンカカリ ヤー   

以上、両愚問での類型化を行ってみた結果、トカラ以南の地域の  

類型はかなり錯綜している。詳細な資料の不足、職能昔の個人性、  

社会変化に上る基本型の変化などに、原因を戒められるかもLれな  
い。しかLながら、根本的な相違があるような気がする。なお、日  

蓮宗系の憑座については、集団との関係性が不明であり、この類型  

からは割愛Lた。   
ところで、この分頸は集団との関係性を中心になさ九たものであ  

るが、上記で付け加えた上うに、職能者の職能と密接につながりが  

あり、中心性一神託、周縁性一章後の処理、そLて中間型では、死  
者の口寄せがさらに加わるという特徴がみら九る。この様態に関L  
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て国表として示Lておく（裏5、図2）。  

確島＝り子 天気請書 鼠神栖君 長居盟産  
帝産五7甲度 し再…互排甘）   

竜清音古し 〔7イ貰トナスワ／り  

苛十島三コ トでうネーシ 専庖ムーサ・ン 五山一恵  

ハ手島≡コ   仰コ管／亀諷増／湘もユヤ／曜格外一書戸  

イりコ璧 帝智一志、序三コ 平戸ホウニン  
ス｝力、・ン刀カリ十一／世痛久一封   

奄美ユ？ 台三雪佳境 沖純ガ／骨盲スン廿1カカルー折和  

平碍．ユや 唱毛布ンカサリャー   

コ、、ミプ聖 五島ホウイ ン  

表5 活動様態からの類型  

園2 活動様態からの類型  
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ついでながら、職能が分化する点について、少々述べておきたい。  

トランスに関する説で示したように、シヤ・－・マン的職能者は、抑制  
コ■：たければ、どのような憑雲型でも可能とた：るはずである。Lかし  
実際には抑制があり、分化が見られる。職能についても、これと同  

様と思われる。まず周縁性の部分については、前節の自己救済型の  

項で示したように、自我の保全を計る、心理的抑制と解釈すればよ  

いであろう。Lたがって、 自我が完全に再構築さ九、社会的要請が  

あるとするたら、周縁型は少なくとも中間的な型に変容できるので  

ある。最近の、ゴミソがイタコの機能を兼ねる傾向を、このプロセ  

スから考え九ば、容易に理解されょう。3d）一方、中心性の型と中  
間的な型の差異はどの上うに考えればよいのだろうか。これは従来  

言われてきたように、清浄性という観念が抑制要因になっていると  

思われる。中心型の職能昔の活動の場には、いずれも清浄と見なさ  

九る場が選ばれ、厳重な結界が張られる。やむをえず、一般の民家  
などが使わ九る場合には浄化儀礼が極めて念入りになされる。磁能  

書自身やそ九に関与する人をも、当然、精進潔斎が要求される。つ  
まり神かそれと等しい存在しか入ってこないような仕組みになって  

いるのである。35‡もしこれがなければどうなるか。それは、本章  
例の憑祈祷がよい例で、動物霊・死者霊・神といった、どのような  

超自然的存在でも、憑入できるのである。ただL、この場合にも、  
寺という一種の結界内に、依頼者とそれに憑着Lている霊が閉じ込  
められ、しかも上人が身に付けた霊能により管制がなされているの  

で、 いわゆる調伏ができるのである。36）完全に抑制がなくなると、  
出現するのは憑き もの現象であろう。   

次に、中間型の場合、神も死者霊も可能である。これは、イタコ  
型の神つけ儀礼とその後の状態が、解釈するのに良い例となる。神  

つけには、前述したように、中心型の七了ンスと同様の清浄性が要  

求される。しかL、その後はこの種の清浄性は最小限しか必要とさ  
れない。つまり、袖つけ時のイタコは、中心型のシャーマンと同様  
で、完全に受動的な神霊の容器となり、神だけが入れるような装置  

がその周囲にめぐらされている。これは中心型の七7ンスと全く同  

型である。ところが、いったん神つけが済むと、イタコの身体に憑  

入した神は、その昔の守護神となる。そして、イタコが特別に不浄  

な状態でない限り、招請すればいつでも某てくれる。死者霊の口寄  

せの場合でも、まず守護神が招かれ、それから口寄せとなる。死者  
は守護神に仲介Lてもらって初めて、ロを開けるといった構剋がう  

かがえる。イタコは守護神につつま九、死者の練れとは奴線で、そ  
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の清浄性は推持されていると陪釈できよう。イタコが日常生活にお  

いて、一般の人上り精進に重きを置き、また産・死など不浄性の状  

態にやむえずなった場合には、巫儀を休み、再開する際には塩水を  

浴びるといった浄化儀礼を行うことは、イタコが清浄性を持つとい  

う解釈を毒づけていると思わ九る。この解釈は、少なくとも守護神  

霊とシャーマンの関係については、中間型すべてに、すなわち日本  

の事例も、韓国のムーダンや台湾の五王横にもあてはまると思われ与。   
ところで、トカラ以南の地域では先に述べたように、シT－マン  

の職能は分化Lており、筆者の類型と適合しない面がある。先の点  
や、また、この地域のシャーマンの入巫動機が、周線型に近似し、  
周縁型の変型と理由付けができるかもL九ない。浄・不浄観も巳本  
本土と、極めて大きな葦があるわけではない。しかLながら、ト カ  
ラ以北と一つだけ決定的な遠いがある。そ九は、崇べ与神に上って、  

口寄せを行なうか否が決まる、という観念である。この考え方は、  

少なく とも木桶で使った事例でのトカラから北にはみつからず、類  

似性があるのは台湾漢人社会だけである。早急な判断をこの視で下  

すわけにはいかないが、奄美・沖縄・宮古でのシャーマンの職能分  

化と、漢人社会での陽陰観鳶との関係を否定することはできないと  

思わ九る白 この点は今後の課奄となろう。なお、台湾のⅠ王城が逆に、  

口寄せ以外を行なう点についてほどうであろうか。台湾についてほ  

まだ研究をはじめたばかりで、十分に論ずることはできないが、や  

はり、守護神とシ ャーマンの関係お上び、陽陰観念の、なんらかの  

原因による希薄化、という枠組で解析できるのではないかと、きら  

に社会の”マテ”化に、原因があるいは求めら九るかもL九ないと  

推測Lている。   
職能に関しても う一つ、付け加えておく。中心型と周線型、さら  

にトカラ上り南では〔台湾の両者を含む）、シャーマンの力能は永  
続的ではたい、という点で¶致する。これに関する考察はまたの機  
会としたい。  

結論にかえて  

本稿では、日本国内、台湾お上び、泰考的に橿国のシャーマン的  

戦能書に関する資料を整理し、トランス形態、成巫プロセス・活動  

様態という3局面から、そ九ぞれの類型を析出L上うと試みた。結  

果として、4種の類型をみい出すことになった。こ九ら類型の項目  
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名称は仮に設定Lたものである。  

1）】t ランス形態  2）成巫プロセス  

a．他律指向型  a．自己目的型  

b．忽指向型  b．他者認定型  

c．自立指同型  亡．自己救済型  

3）成巫プロセス  4）活動形態  

a．公的妓霜型  a．中心型  

b．成巫式型  b．中間型  
亡．評判型  亡．周縁型  

類型が3侮形式に∴なったのは、ト ランスおよび活動を、2項対立  

的にとらえたことによるが、成巫に関しては、入巫動機と社会的認  

知という点から類型化を行なったら、結果的に3賛型が形成された。   

次に類型間の関係だが、まず先に示Lたように1）と2）の間にほ明  

確な対応牒‖系がみられた。1）と4）については、裏から見てもわかる  

よ うに、丁イ1のト ゥスクルと宮古島のスンガンカカリ ャーの位置  

が少々異なるだけで、両者の相似性は高いといえる。1）と3）でも、  

八丈・青ヶ島のミ コ、古湾童』．の人丸替わl）と、宮古島スンガンカ  

カ：け」r uの位置が異たるだけで、誤差の内といえよ う。つまり、4  

つの類型はおおむね対応するとみなされる。ただし、1）のb．恕指  

向型という分類は、単にどちらの悔も指向せず、いずれのト ランス  

形悪をも撞壊するといったあいまいなものにすぎない。4）では中間  

型は逆に、かなり細かく段階化してあり、‖のbとは性格が異なる。  

bは明確な緒標に基づく もので、同様に1）4）のbの双方と具  

したがって、4種類の対応関係は、厳密には両端の部分に限  

求めるべきであろう。そLて、すでに4著聞に相似性は見い  
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れているため、 次のような結論が述べら九る。  

本では集団的な崇面巳の中心的役割を担い、完全な神霊の容器と  

なることを臼的に入巫するシャーマンと、 個々人への対応に役割を  

限定する、入信をきつかけとLて自我の再構築がなさ九、霊覚によ  

り不幸の原因に対処するシャーマンがおり、両者を双愚として、そ  

の間に様々なシャーマンが存在する。つまり、自己の心身を集団の  

未来のために捧げるシャーマンと、自己を最大限に確保Lつつ個人  

の過去を払拭するソヤーマンとに典型化さ九よう。また、日本と台  

湾、さらに韓国の事例を同列に扱ったが、本稿のようた抽象化され  
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た枠組の中では、ほぼ同様の傾向が認めら九、基底的な観念の類似  

性が感じられる。LかL、同時に類型化の作業を通じて、南西諸島  
と台湾は、他の地域には見られない共通性を持つことが確認された。   

以上、所期の目的とLたシ1・・一・－？ンの類型化を、複合的諸要素の  

一部分だけであるとはいえ、まがりなりにも行なったことで、本稿  

をひとまず閉じたいと思う。本稿は、シャーマニズムという大山を  

ほんの1段登った程度であり、今後もこれをスタート ラ インとして、  

さらに高い所へ登ってゆきたい。なお、輩者の調査に御協力いただ  

いた宮古島と台湾の方々には、心からの感謝の念を捧げたい。37、  

（19∈柑．3．27．）   

庄   

1ト 本稿におけるシャーマンの概念規定に閑Lては、佐々木 t宏J  

の考えに依拠した。  

2）．二藤村（1g82）によ九ば、道東のアイヌの中には強い霊感を持つ  

者が多く見ら九るそうである。ト ウスも霊感、霊覚を持つこと  

が推測できるかも Lれない。  

3）．この分布は、筆者が桜井（1974）を再整理したものである。  
4）．イ タコについては、憑入が一 敗的であるにしろ、ゴ ミ ソのよ  

うな霊感・霊覚は、先に述べた上うに可能と思われる。佐々木  

（宏）もこれを基づける事例を捜示Lている ‖生々木（宏）   

1g87）。  

5）．桜井は〔1987＝2g6）、ノIjワラが職業的であり、ニゴミソ型と  

同類型の行者ととらえている。  

6J，青ヶ島ではシヤニンも憑依状恵を体験するが、男・女で役割  

が異なるため、シャーマン的役割の強いミコの名称を、以下で  

は使う。  

7〕．ブラ ッカ【（1g79）では霊媒と称Lているが、本稿では一般  

的類型で霊媒型の名称を使うために憑坐 rよりまし）と変えた。  

8）．この事例の場合、基本的な資料の欠損により判然とせず、類  
型にほとんど組み込めなかった。今後課囁としなければならな  

い。  

9）．霊神墳は、高名な行者が死亡した際に、御岳山中に神として  

祀ら九る填であるが、神と仏の関係上、興味ある例といえよ う。  
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10） ノリ ワラにもこの例があり、憑神と口びらきは2段階的にと  

らえら九るよ うである。  

11）．これについては、桜井（1977）に依拠Lたことに原医がある。  
桜井が間堪とLたのは仏おろしであり、当然たの事象について  
は記載する必要はない。したがって、1次資料を十分に集める  

とを怠った筆者の不明につきる。本稿では、この種の問題が幾  

つか資料の面であり、将来的にはこれを是姫解消しなけ九ばな  

らないと考えている。  
12ト 村落全体への託宣に引き続き、個人的た託宣が行たわれる。  
1別．訓練を桂ずに突発的な憑依状態を経験する場合、体力の徳端  
な消耗はよ く聞かれると ころである。  

14）．ホウ イ ンで代表させておく。  

15〕．佐々木（宏j （19＄4）によると、例外的事例があり、幸せな  
生活状態にもかかわらず、幻覚が生じ、入巫するそうである。  

青ヶ島ミ コやトカラネーシの事例と考え併せた場合、そこに  

〟つのメカニゴムが想定できはL まいか。  

16）．この事例では、半分は憑入状態と考えられ、予言者型の額型  

と Lて把崖できよう。  
上7），平戸と五島には同種の観念があると推測できる。  
＝＝．筆者とLては、死者の口寄せには、2つの異なった機能（鎮  
魂、予託j があるのではないかと考えている。ここで十分な論  

証はできないが、1回性の口寄せには、荒魂としての死者霊の  

慰撫を、多回性・周期的な口寄せは、既に和魂と化した先祖の  

例との交流およぴ、生者に与えられる恵みとLての予託、とい  
った上うに、基本的に異なる思考とLてとらえられるのではな  
いだろうか。  

19）．川崎（1g8T）は、この点に人々は特別な意味を付与していな  
いと述べている。  

20）．トカラの事例は木曾の霊神と共に、神と仏の関係を探る上で、  
重要性を持つ。本稿では、この点にほとんど触れることはでき  

なかったが、稿を改めて論じたい間現である。  

2‖，南西諸島では、神を拝む者は専用の盆を用意する。ボンをた  

てるという表現は、宮古島でもよ く聞かれる。  

22）．シジ高い生まれだからユタになるのではなく、ユタになって  

初めて過去が追認されろといった事柄と、筆者は考えている。  

23）．門中のス7■ロール化現象がこれを生み出Lたと考えら九る。  

ー42－   



24ト 最近では、沖縄のユタとほとんど変わらなくたっている。成  
巫の面が特に著しい。  

25）．筆者の調査による。  
26ト 関三姑については、別稿で論じるつもi」であるが、法師が一  

腹の人の魂をあの世に送i」込み、死者に会わせた後に、この世．  
に連れ戻すという儀礼 ＝議事）である。  

27ト 筆者の調査に基づく。26）と同様、別稿でその報告を行なう  
つもりである。  

2畠）．劉按萬（1g7鋸が述べているように、台湾南部ては、童乱と  
Ⅱ壬暁の区分がすこぶるあいまいとなっている。二のため、男女  

を問わザ、神がかる者を乱童と称するようにたっているようで  

ある。  

29）．佐々木（宏）（1鋸‖＝ は、修験者などで脱魂型のシャーマン  
と想定しているが、筆者とLてはこの点に関して、享責極的に賛  
成はできないため、とりあえず日本国円は憑芸型としておいた。  

また事例から も、修験者は除外Lた。  
30J．エリアーヂ 1g71〔1958〕・180－1。  

31j．朝日新聞社全部 1984。  
32ト この分額形態だけなら、‖は修行型、ヨ）は召命型といえるだ  

ろ う。  

33ナ  イタコ型では、神託を一切行なわたい例があり、 この点、類  
型を若干変更すも要素にたるかもし九ない。  

34J．佐々木〔宏）（1g84）の述べる釜石の事例も、このように解  
釈できる。なお、社会的要請の比重がより大きいかも Lれない。  

35），神＝清浄性という観念を前提としている。  
36）．日蓮宗系の憑祈祷の場合、中心型の事例と、神観念に差があ  
るのではないかと感じている。つまり、地縁集団の神と寺の守  

護神、そして各シヤ¶－一子ン個人の守護神は、神と総称さ九ても、  
内容にはかなり隔たりがあり、何らかの区分が必要とされよう。  

3了）．文中の敬称は、心たらザもすべて省略きせていただいた。  
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71〔19 58〕 F生と再生』：■東大出版会  

71 『日本のシャーマニズム』：講談社  

和  
8 2 『了イヌの霊の世界』：小芋館  

藤村  

ウ ノ、  

池上   

生駒   

石毛  

ヴ
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〔1938〕 『シヤマニゴム』：三省堂   

『津軽のカ ミサマ』：どうぷつ吐   

「御嶽信仰」 F現代宗教』2：春秋社   

「つきものの構図」、加藤九純絹 『日本のシ十－  
マニーズム』 ：日本放送協会   

「神楽とシヤーマニズ■ム」、加藤九詐編、同上   

「福島の山岳宗教」「現代宗教』2   

「日本的シ十マニゴムの展開『季刊現代宗教』   

vol．1：エスエス出版会  

「イタコとゴミソ」転井徳太郎編『シヤ・－－・寸ニズーム  

の世界」：春秋社  

石塚 尊僅  

19 8 4  

岩崎 敏夫  

19 8 0  

輔 正弘  

19 7 5  

19 7 8  
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川崎 史人  
19 8 7  

Ⅰ．M．ル イ ス  

「シヤ・－・マンと神・祖霊」『民俗宗教」第1集：  

別棟‖吐  

〔19 71〕 『エクスタシーの人類学』：  

法政大学出版局   

「木曾のシヤマン」桜井縞   

「出霊地墟の憑物現象」成瀬悟策編、 r宗教におけ  

る行と儀礼』 ：誠信書房   

「東北地方の巫女」r民族学研究J42巻3号   

「”行”体験の指牒としての「御座立て」の系譜」  

『現代宗教J 4：春秋社   

「沖縄におけるS h a m a nくユ・タ＞の生態と髄能」   

r東北大学 文学部研究年報』第28号  

Possessionn a几d structuTalharqLOny： Universty  
Of Bergen   

「台湾のシヤーマニズ’ム」桜井裾  

F沖縄のシャーマニズム」：弘文堂  

19 8 5  

宮田 畳  
19 7 8  

野村  清  

19 7 8  

岡田 重精  

19 7 7  

小野 奉博  
19 81   

大橋 英寿  
19 7 8  

A・K・叫kkum  

19 7 5   

劉 桂寓  

19 7 8  

桜井 線太郎  

19 7 3  
日本のシャーマニズム」 上巻：吉川弘文館  

日本のシャーマニズム』 下巻：同上  
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が国民族宗教における信仰の儀礼」成淑縞、  わ
 
 
 
同上  
「日本巫俗の特徴」 r講座・日本の民俗宗教」4：  

弘文堂  

「南西諸島シャーマニズムの源流」加藤損、同上  

『乗丁プアの民俗宗教」著作集7巻：吉川弘文鯖   

『シヤーー・マエゴムj 中央公論社  

rシャーマニズムの人塀芋』：弘文堂  

19 7 9  

19 8 4  

19 8 7  

佐々木 宏幹  
19 8 0  

19 8 4  
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佐々木 伸一  

19 8 3  「宮古島の民間巫者と神役」北見俊夫編、『南西諸  

島における民間巫者の機能的類型と民俗変容の調査  

研究』 科研報告書   

『宗教から精神衛生へ』：金剛出版   

『なぜユタを信じるか』月刊沖縄社   

「アイヌのシャーマニズム」 桜井碗、同上   

「奄美の「ユタ」の成巫の特質について」『人類科  

学』29  
「奄美のユタの成巫の問題」『民俗学研究所紀要』  

第5集こ 成城大学  
「南島のシャーマン」『日本民俗文化体系』第4集  
：小学館  

佐々木 雄司  
19 8 6  

友香 隆静  

19 81  

和田 完  

19 7 8  

山下 欣一  

19 7 6  

19 81  

19 8 3  

（引用及び資料とLて活用Lた文献に限定し、参考程度は時に重  
要と思われない本については割愛した）  

－46－   


